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特別史跡大湯環状列石は昭和 6年に発見されて以来、縄文時代の精神文化を解明できる遺跡

として多くの研究者の研究材料として取り上げられてきました。また、発見と同時に重要さが

認識され保存・保護された史跡は、 この環状列石を作り上げた人々ばかりでなく、現代に生き

る人々の拠り所として心の奥底に根付き、縄文との会話を求めて多くの方々が訪れています。

鹿角市教育委員会が主体となり開始した発掘調査も、本年度で第20次調査となり、 この間に

少しずつですが縄文人の精神文化を紐解いてきました。平成10年度からは調査成果をもとに史

跡の第 I期環境整備事業を進め、現在、縄文の雰囲気を醸し出すまでになっております。

平成16年度は発掘調査も21年 目を迎えます。人生に例えると成人という一つの節目を過ぎま

した。これからは新しい史跡の解明と環境整備に新たなる志を持ち、その第一歩を踏み出した

いと存じます。

本報告書は、平成15年度に実施した調査成果をまとめたものであり、縄文文化の研究資料と

してご活用していただければ幸いに存じます。

終わりに、発掘調査並びに環境整備に際し、多大なるご協力とご指導を賜わりました文化庁、

秋田県教育委員会、関係機関各位に心から感謝を申し上げるとともに、今後につきましてもご

協力とご指導を賜りますようお願い申し上げます。

平成 16年 3月

鹿角市教育委員会

教育長 織 田 育 生
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1.本報告書は、平成 15年度に国並びに秋田県の補助を得て実施した特別史跡大湯環状列石発

掘調査の成果をまとめたものである。調査の概要については現地説明会、大湯ス トーンサー

クル館 「縄文に学ぶ」において公表してきたが、本報告書を正式なものとする。

2.本報告書の作成並びに執筆については生涯学習課主事 二浦貴子が行ったほか、大湯ス トー

ンサークル館主査 藤井安正、同館主任 花海義人が加わった。

3.出土資料等の鑑定 。分析については、下記の方々に依頼・委託した。

暑曇髪お善讐襲竜

岩硫 t… … 鎌 田 健 一 臥 鵬 掛 姉 等 校 綱

出土炭化材の樹種同定………………山 谷 昌 久 (鹿角市立十和田中学校 教諭)

4.土層や土器等の色調の記載には「新版 標準土色帖J(日 本色彩研究所)を使用した。

5.遺物の実測、拓本、 トレース等の一連の作業は、調査員の指導のもとに調査補助員、整理

作業員が行った。

6.本報告書に掲載した図版には縮尺スケールを付した。なお、写真図版については任意の縮

尺とした。

7.本報告書に掲載した地形図は、建設省 (現国土交通省)国土地理院発行の「花輪Jを使用

した。

8.本報告書に使用した用語については統一するように努めたが、数度にわたり使用されるも

のについては簡略している。なお、図版並びに写真図版で下記のような記号を使用した。

SI…竪穴住居跡  SK… 土坑  SK(F)・・・フラスコ状土坑  SK(T)・・・Tピ ツト

SX(f)…焼土遺構  Pit・・・柱穴状ピット

協多 …遺構確認面下の土層  匡コ …焼土・柱痕 。礫群 。磨面 。須恵器断面

9.発掘調査並びに報告書作成にあたり、下記の方々よりご指導 。ご協力・ ご助言をいただき

ました。心から感謝申し上げます。 (敬称略・順不同)

阿部義平、遠藤正夫、本中 員、坂井秀弥、岡田康博、平澤 毅、葛西 励、熊谷常正

小林達雄、沢田正昭、冨樫泰時、安村二郎、成田滋彦、鈴木克彦、高田和徳、田中哲夫

村越 潔、岡村道雄、中村良幸、佐藤智雄、戸村正己、児玉大成、桐生正-1井上雅孝

金野寛子、安達尊伸、田中倫久、滝本 学

ロ
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第 I章 遺跡の環境

1.遺跡の位置と立地

鹿角市は、秋田県の北東部に位置する。 日本文化の原点である縄文文化を育んだ落葉広葉樹

林が奥羽山脈中に広がり、そのなかに所在し紺碧の神秘的な湖面をもつ十和田湖、名湯といわ

れる八幡平温泉郷への南玄関口として全国的に周知され、数多くの人々が往来している。

鹿角市のある 「鹿角盆地」を一望すると、至るところに複雑な段丘地形が形成されているこ

とがわかる。これらの段丘は、十和田湖の度重なる火山活動と盆地を貫流する米代川とその支

流によって浸食されたもので、特に盆地東側に多くが形成されている。

この舌状台地には、縄文時代をはじめとする遺跡が点在し、その数は平成元年の時点で416

ヶ所が確認されている。

特別史跡大湯環状列石は、鹿角市の北東部に位置する。大湯川と豊真木沢川の浸食によって

つくりだされた全長56血、幅0.5～ 1.Okm、 標高 150～ 190mの通称 「中通台地」と呼ばれる台地

のほぼ中央に位置している。

史跡に立つと、鹿角盆地を取り囲む四方の山並みを見渡すことができ、環状列石構築と大き

)          2.5 km第 1図 遺跡の位置と立地
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な関りをもつ天体の動きを手に取るように感じることができる。また、史跡のある台地斜面に

は環状列石を構築した人々も手に掬い口に含んだであろうと思われる湧水が至るところに点在

しているほか、彼らの重要な糧であったドングリやクルミ、きのこ、あけび等が自生している。

万座環状列石と野中堂環状列石を中心とする地域は,平成 10年度から平成 14年度にかけて第

I期環境整備事業が実施され,列石と関連のある遺構や旧地形の復元、植栽により現在は縄文

の雰囲気を醸しだし、 日本文化の原点をつくりあげた縄文の人々と会話のできる場所、憩いの

場として多くの人々が来跡している。

発掘調査区は、万座環状列石の西側台地縁辺部 (G4区)であり、史跡公有化以前はタバコ

畑や栗林・杉林であった。                        (藤 井安正)

2.大湯環状列石周辺の遺跡

鹿角市内には、平成元年の時点で416ヶ 所の遺跡が発見されている。 これらの遺跡は、盆地

東側に発達した舌状台地に多く集 り、その中でも大湯環状列石周辺はその密度が高い。

大湯環状列石を理解するうえで、 この環状列石を作 り上げた人々のムラの存在 (ど こにある

の力⇒ が課題として残されており、鹿角市教委では列石から離れた場所にそのムラを想定 して

いる。第 3図に加筆した円は、大湯環状列石と市内で環状列石が確認されたもう一つの遺跡で

ある高屋館跡を中心とした半径 3 kmと 4kmの ラインである。ラインの設定については、高屋館

跡環状列石の構築は大湯環状列石より先行するものであるが、その大半は重複する時期が設定

できることから個々の環状列石の影響力を受ける範囲をこの中間地点までとした。さらに、大

湯環状列石に使用されている石材はいずれも水磨され、角が取れているものであり、 このよう

な石を採取できる場所は原産地 (諸助山)の山間を抜ける安久谷川より、さらに下流である大

湯川との合流地域 (大湯温泉街)であることから、 この 2点を加味していくと、大湯環状列石

を中心として広がる領域は半径 3～ 4 kmと想定でき、 この範囲に環状列石を創り出した人々の

ムラが存在するものと考えられる。

第 3図は、大湯環状列石周辺の遺跡分布状況である。列石と時期の同じくするものに限った

ためその数は少ないが、 この中で発掘調査が行われた遺跡や列石との関連が注目される遺跡に

ついてその概要を記する。

黒森山麓遺跡群(1)は,大湯環状列石の北側4 5kmの 地点に所在する。昭和45年 に調査が行わ

れ、堅穴住居跡 5軒が確認されている。平面形は円形を基調として、第 5号竪穴住居跡以外に

は石組複式炉が設けられ、発見当時は北限の複式炉として注目を浴びた。また、第 4号住居跡

からは正立の状態で石棒が出土した。なお各住居内からは縄文時代中期後葉の土器破片が出土

している。遺構外から出土した土器には後期のものも含まれており、広い範囲を調査すること
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第 3図 大湯環状列石周辺の遺跡

第 1表 大湯環状列石周辺の遺跡
番号 跡 摘   要 醐 名 摘   要

1 黒森山麓 縄文中期末葉の集落 15 跡 縄文中期～後期、遺物包含地

2 下内野Ⅱ 16 中ケ野 V 月、遣物包含地

3 下内野 Ill 17 平元館 綱 多

4 ′ヽ清水 18
―

縄文後期・中世、環状列石

5 上』諄市Ⅱ 縄文後期・遺物包含地 9 編 ■

6 堤尻 I・ Ⅱ 地 上ノ野Ⅳ 縄文 中期～後期 、遺物包含地

7 和町 I 21 りま』Ⅱ 縄文後期・遺物包含地

8 根市 縄文後期・遺物包含地 刊 択 縄文前期～後期・弥生、配石

9 松舟 縄文後期・遺物包含地 体

10 崩原 縄文後期・遺物包含地 湯坂 Ⅱ

保田Ⅱ 寺ノHll
12 高間館 寺 ノ上 I 縄文後期・遺物包含地

13 幹 A 縄文後期～晩期・遺物包含地 27 柏崎館跡 包含地

14 脚
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によって後期の集落を検出する可能性が高い。

下内野Ⅱ遺跡12)は、大湯環状列石の北側 4 kmの地点に所在する。台地南側縁辺部に立地して

いる。携帯電話の電波搭建設に先だって約 100五 ほどを調査し、住居跡 6軒、フラスコ状土坑

7基を検出した。住居の構築時期は縄文中期後葉を中心とする時期である。遺構外からの出土

土器に後期初頭から前葉の土器破片が多量に混入していた。調査期間中に土器分布観察を行っ

たところ広い範囲に土器の散布が見られたことから天戸森遺跡のような大規模な遺跡である可

能性が極めて高い。黒森山麓遺跡と同様に広い範囲を調査することによって後期の集落を検出

する可能性が高い。

下内野Ⅲ遺跡(3)は、下内野 Ⅱ遺跡の西方0 4kmの地点に所在する。昭和60年頃に周知の遺跡

として登録されたもので、遺跡発見届では配石遺構となっている。平成元年に鹿角市教育委員

会が行った市内遺跡詳細分布調査では、大湯環状列石の構築石材と同じ石英閃緑珍岩が引き抜

かれ畑境に山積みとなっていた。

小清水遺跡に)は、大湯環状列石ののる台地の付根にあたる。平成元年度の遺跡詳細分布調査

では、縄文後期土器破片とともに石英閃緑珍岩がリンゴの本の更新のため引き抜かれ畑境に山

積みとなっていた。環状列石の存在をうかがわせるとともに、大湯環状列石の石材の原産地で

ある諸助山 (露頭場所)の中間地点にあたることから石材の集積地とも考えられる。下内野Ⅲ

遺跡・下清水遺跡とも隣接地で,配石遺構の存在が極めて高い遺跡であり、環状列石の成立過

程を考察する上では重要な遺跡である。

上屋布Ⅱ遺跡15X堤尻 I・ Ⅱ遺跡16)、 申ケ野V遺跡t61は大湯環状列石と同じ時期であり、同

じ台地上に位置する最も近い遺跡であり、関連が注目される。

草木A遺跡は、豊真木沢川を挟んだ台地先端に所在し、昭和49年に広域農道建設に先だって

調査された。この調査で遺構は検出されなかったが後期後半の土器が出土している。調査地点

の後背は平坦な畑が広がっており、集落の存在を想定することができる。

高屋館跡[8か らは大湯環状列石とほぼ時期を同一とする環状列石が発見されている。環状に

配置された配石遺構と、 これを囲み規則的に配置された建物跡で構成されるもので、環状列石

の研究に欠かせない遺跡となっている。

下砂沢遺跡回は、工業団地造成に伴って発掘調査が行われた。大湯環状列石とは大湯川を挟

んだ台地の北側縁辺部に位置する。配石遺構 2基とともに後期土器破片が数点出土した。

3.遺跡の層序と周辺の地形

遺跡の層序

-5-
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遺跡の層序は下記のとおりである。層序の分層についてはこれまでの基準によった。

第 I層 は、大湯浮石層までの黒色土 (耕作土)で層厚 10cm～ 45cmを測 り、遺跡全体を覆って

いる。

第Ⅱ層は、大湯浮石層で地質学上 「十和田 a降下火山灰」と呼ばれる。色調は明黄褐色～淡

黄褐色を呈し、層厚 5 cnl～ 18cIIlを 測る。本来は遺跡全体を覆う層であるが耕作によリー部消失

している地域もある。色調や粒径によって分層することができる。 Ⅱa層は粒子の極めて細か

な火山灰で所謂 「パウダー」状である。 Ⅱb層 は粒径0.5cln～ 4 cmを測る浮石 (軽石)層で、下

位に進むにしたがってその粒径は大きくなり、降下火山灰の特徴を示している。

第Ⅲ層は大湯浮石層～地山漸位層 (第Ⅳ層)までの黒色土、黒褐色土から構成される層であ

る。色調・混入物・堅さによって分層することができる。Ⅲa層 は黒色土で混入物をほとんど

含まず、同色 。同質であるⅢb層 と比べ、堅くしまっている。Ⅲa層 の層厚は 5 clll～ 10Cln、 Ⅲb

層の層厚は 3 cnl～ 10cllを 測る。Ⅲc層はチョコレー ト色を呈した極暗褐色土で、層厚は 5 cln～

2 1clllを 測る。万座環状列石周辺及び同北側 (F3区)で確認された環状配石遺構は本層が構築面

となる。Ⅲd層 は黒褐色を呈する層で、調査区に入 り込んだ沢地に厚く堆積している。層厚は

10cln～ 40cIIlを 測 り、地山粒を含んでいる。遺物包含層であるとともに縄文時代後期初頭～前葉

の遺構確認面でもある。

第Ⅳ層は地山直上の暗褐色土層で、地山プロックを多量に含み、層厚は10cln～ 37cnlを 測る。

第V層は地質学上 「申ヶ野火山灰」と呼ばれる黄褐色土層で、十和田火山の火砕流にあたる。

周辺の地形と自然

大湯環状列石の所在する通称 「中通台地」は、長さ5.4血、幅0.5～ 1.Okm、 標高190m～ 150m

で、南東に向けて緩やかに傾斜する。台地は十和田 (湖)火山を起源とする火砕流が、大湯川

と豊真木沢川の浸食によって形成されたもので水田面との比高差は約40mを測る。

遺跡の層序第V層は 「申ヶ野火山灰層」と呼ばれるもので、黄褐色を呈するもので遺跡隣接

地の崩落部の観察では層厚 10mか ら25mを測る。第V層下には 「鳥越火山灰層」 といわれる

シラス層が続き、発掘調査で確認されるフラスコ状土坑や Tビ ットといった掘り込みの深い遺

構はこの火山灰層に達するものもある。

台地斜面は下位の水田面まで約45度の傾斜をもち、起伏が見 られる。沢地の至る所では湧水

がみられ、万座環状列石の北西側斜面の湧水はこの中でも最大の湧出量を誇っている。近年

「水場遺構」の確認例が全国的に増えているが、本遺跡と関連ある水場遺構の確認される可能

性が極めて高い地域である。また斜面のほとんどは杉が植林されているが、所々にクリ、 ドン

グリなどと言った落葉広葉樹が残され、春・秋のシーズンにはパッケ (ふきのとう)やゼンマ

イ、きのこが自生し、山菜を取る人々の姿を目にする。また周辺の自然環境と史跡内に植栽さ

れた樹木が一体化してきており、ニホンカモシカやサルが出現することもある。 (藤井安正)
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第 Ⅱ章 調査の概要

1.調査要項

1.遺 跡 名  特別史跡大湯環状列石 (遺跡番号 :123

2.調査の目的  第 19次発掘調査で確認された竪穴住居跡の分布範囲と遺構・遺物の分

布状況及び旧地形を把握する。

調査によって得られたデータは、環境整備の資料とする。

3.調 査 地  秋田県鹿角市十和田大湯字万座29-2ほか (調査地名 G4区 )

4.発掘調査面積  1,485ゴ (調査対象面積8,344ボ )

5.調 査 期 間  調査期間     平成 15年 5月 12日 ～平成 15年 10月 3日

整理報告書作成  平成 15年 10月 1日 ～平成 16年 3月 31日

6.調査主体者  鹿角市教育委員会

7.調査担当者  鹿角市教育委員会生涯学習課

秋 元 信 夫 (文化財班 班長)

三 浦 貴 子 (文化財班 主事 )

8.調査参加者  調 査 指 導  武 藤 祐 浩 鰍田県教育庁生涯学習課文化財保護室学芸主事)

調 査 員  鎌 田 健 一 (秋田県立小坂高等学校 教頭)

山 谷 昌 久 (鹿角市立十和田中学校 教諭)

調査補助員  松田隆史、柳沢和仁、廣瀬康裕、川又庸好

石井崇吉、田中辰美

調査作業員  三浦茂雄、高嶋 剛、大森勝次、石川二郎、赤坂繁昭

高村サツ、柳沢勝江、宮沢カヨ、柳舘愛子、児玉フデ

苗代沢ノブ、兎沢サツ子、木村千鶴江、宮沢 トミエ

田中栄子、柳沢千晶、柳沢ヤス、木村キン、関イサ

柳沢恵美子、田中美千栄、成田由紀子、中澤節子

佐藤良子

整理作業員  福島美紀子、田中栄子、柳沢千晶、黒沢文子

9.事  務 局  鹿角市教育委員会 生涯学習課

生涯学習課長   三 上   豊

文化財保護班長  秋 元 信 夫 (調整)

主   事    上 田   学 (事務 )

主   事    二 浦 貴 子 (調査 )
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10.協 力 機 関  文化庁文化財部記念物課、秋田県教育委員会、独立行政法人奈良文化

財研究所 筑波大学、國學院大学、盛岡大学 秋田県埋蔵文化財センター、

秋田県立博物館、株式会社シン技術コンサル、大湯ス トーンサークル館

2.調査の方法

調査区内のグリッドについては、第 1次発掘調査以来のN-49°一Wを基準線とし、万座環状

列石内に打設した基準杭より延長し5m単位の方眼を設定した。グリッドの名称はアルファベッ

トと算用数字を組み合わせ,西側の杭をもってグリッド名とした。

調査は遺跡の保存を第一義に、遺構の分布状況や旧地形が読み取ることができるようにトレ

ンチを設定した。なお遺構の分布を確認するため、一部については面的な調査を行った。 トレ

ンチ名については便宜上i北側のものから 1号 とした。

Ⅱ層以下については人力により分層発掘とし極力上面で遺構の確認に努めるようにしたが、

後世の撹乱が及んでいる地域や遺構確認のしづらい地域では第Ⅳ層、V層まで掘 り下げ確認 し

た地域もある。

確認された遺構については、発見順に番号を付した。遺構の精査については後に追調査がで

きるように配慮し、半裁するに留めた。遺構の実測図の作成についてはグリッド杭を利用し、

簡易遣り方測量を行い1縮尺 1′ 20、 1/10で図化した。なお、現地で作成した実測図については

報告書作成段階に記録写真、調査員メモをもとに修正を加え、 トレースを行っている。

遺物の取 り上げについては、基本的に出土ポイント、 レベル測量を行い、基本層序と対比で

きるようにしたほか、袋詰めに際しては出土地点や層位を書き込んだ遺物カー ドを同封した。

なお、完形土器及び復元可能な土器、重要遺物については写真による記録も行った。

写真撮影については、小型一眼レフカメラ 2台とデジタルカメラを使用し、調査の過程や遺

物出土状況などを記録した。 (三浦貴子 )

3.調査の経過

特別史跡大湯環状列石第20次発掘調査は平成 15年 5月 12日 より開始し、現地調査が終了した

のは10月 3日 である。

5月 12日 、調査作業員に事務連絡及び本年度の調査の目的、方法を説明。その後、調査区北

側の トレンチより遺物を残しながら掘り下げ、遺構確認を行う。翌日、黄褐色が充填された落

ち込み (第 1号住居)を確認し、 この周辺への必要のない立ち入 りを禁止する。また,同 トレ

ンチ東側において土坑と思われる落ち込みを確認する。同月23日 , 2ト レンチの台地縁際より

後期中葉の完形の壺形土器が出土。同月27日 より掘 り下げの完了した トレンチより遺物分布状

―-13-



況を作成しながら取 り上げ1 6月 3日 からは遺構の実測図作成と写真記録を開始する。

これまでの調査によって、調査区中央に沢状地形が存在し、これが南側へ向かっていること、

遺物はこの沢がほとんど埋まりきった時点に投棄されていることが判明しだした。

同日、 5号 トレンチで確認されていた径 1.5m程 の黒色土の落ち込みを精査したところ、柱

穴状ビットであることが判明した。 6月 17日 : 6号 。8号 トレンチ東側より同規模 。同性格と

思われる落ち込みを確認する。柱穴状ビットが直線状に繋がる例として F2区があり、 これを

考慮しながら調査を継続し、 7月 17日 までに 4号 トレンチ中央の拡張部、 9号 。10号 トレンチ

東端部より各一個の柱穴状ビットを確認する。 7月 末日までにトレンチの設定 。調査は15号 ト

レンチまでに及び、柱穴状ピットが等間隔に配置されていること、焼土遺構が沢を境界に台地

の縁辺地域に偏って存在することが判明した。

8月 、山背 (ヤマセ)がこの鹿角地域にも訪れる。このような状況は 9月 まで続き、作物の

不作が懸念され始める。さらに降雨量も少なく遺構や土層観察に難渋する。 9月 5日・ 6日 、

特別史跡大湯環状列石環境整備事業検討委員会が開催され、指導と助言を受ける。同月21日 よ

り1号 トレンチで確認していた落ち込みを精査、その結果、住居跡と認定する。22日 鎌田調査

員が調査に参加し、調査区の至る所に熱を帯びた石が点在すること、環状列石周辺と比べ石英

閃緑珍岩が少ないことが判明した。

9月 24日 までに15本のトレンチ、 3箇所の拡張部を設定。その結果、竪穴住居跡 2軒、Tビ ッ

ト2基,土坑 6基、フラスコ状土坑 1基、柱穴状ピット15個、焼土遺構24基、沢状地形 1箇所

を確認。確認した遺構の精査・記録、遺物の取 り上げなどすべての作業が終了したのは 10月 3

日である。

10月 29日 には山谷調査員が現地を訪れ、出土炭化物の樹種同定に必要なサンプリングを行っ

た。なお、 10月 H日 には現地説明会を開催、 12月 10日 には大湯ス トーンサークル館講座 「縄文

に学ぶ」において本年度の調査成果を発表した。 (三浦貴子 )

―-14-
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第Ⅲ章 G4区縄文時代検出遺構と出土遺物

G4区 において確認された縄文時代の遺構は、竪穴住居跡 2軒、柱穴状ピット15個i焼土遺

構 19基,Tビ ット2基、フラスコ状土坑 1基、土坑 6基、礫群 3ヶ 所である。また、遺構内・

外より復元可能土器 6個体、縄文土器破片638点,須恵器破片 1点、石器59点、剥片52点、土

製品10点、石製品 3点の出土があった。

1.竪穴住居跡

第 1号竪穴住居跡 (第 10図～第 18図、第 1表、PL10

(位置と確認〉調査区北端のYM-72グリッドに位置する。Ⅲd層 上面で円形のプランを確

認した。

(重複関係)第 9号フラスコ状土坑と重複し、本遺構が古い。

〈平面形・規模〉平面形は円形で、南西側にややふくらんでいる。規模は3.7× 3.6mを測る。

(堆積土)5プ ロックに区分され、人為堆積である。堆積土下位では、地山粒や焼土粒を含

むやや軟弱な黒褐色土が確認され,上面から中位にかけては約40cElの 厚さでにぶい黄橙色の地

山土が充填されていた。住居東側の一部では、かたくしまる黒褐色土が、壁際から中央部にか

けて床面を覆うのが確認され、土中から 1個体の復元可能土器がつぶれた状態で出土した。

(第 13図 2)

(床面 。壁)V層面を床面とし、全体的に平坦であるが、北東側と北西側は貼り床を施し、

床面を作 り出している。東側床面から、30× 50mの範囲で炭化材が検出された。一部を採取、

分析したところ,コ ナラ材であることが判明した。 (第 V章参照 )

壁は緩やかに立ち上がり、壁高は、南西側、北西側で36cln、 北側34cm、 南東側30mを測る。

(柱穴)住居内より17個のビットが確認され、住居内四方と壁際に位置するピット15、 16、

18～ 20、 24、 25が主柱穴と考えられる。

(炉〉中央よりやや東側において、深さ5～ 10clnの 円形の掘り込みを確認した。掘り込みの

周囲に炉石とみられる石は確認されず、掘り込み内の堆積土中にも焼土や灰は検出されなかっ

た。しかし、掘り込みの底部には、著しい焼け跡が確認された。また、南側床面では、強い火

力を受けて破損したとみられる石が散乱していた。円形の掘り込みの近くに、 この石と同規模

の溝状の掘り込みが確認されたことから、炉と判断した。炉の規模は75× 85clllで ある。炉石の

石材は、石英閃緑助岩、石英安山岩、凝灰質泥岩である。

(付属施設)東側の壁際で、 10～ 30cln大 の扁平な石が 3個、壁に向かって 「コ」の字のよう

に配置された状態で確認された。これは、Fl区 (第 6次)の調査で検出された第403、 405、

―-16-―
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H:178200m

P-1005

S=1/1

SI-1の コの字状遺構

1 黒褐色土 (10YR3/1)地 山粒少量、焼土粒微量混入、かた くしまる

2.褐色土 (10YR4/4)地 山粒多量混入、かた くしまる

第11図  G4区第 1号竪穴住居跡内ミニチュア土器出土状況、コの字状施設実測図

408号竪穴住居跡に付属する 「コ」の字状施設と同様のものと考えられる。

施設内には焼土粒が微量確認されている。「コ」の字状施設付近で壺形のミニチュア土器が出

土している (第 13図 1)。

(出土遺物〉床直より縄文時代後期の土器破片 3点、覆土中より復元可能土器 2個体:土器

破片75点、掻器 4点、石刀破片 1点、凹石 2点、剥片 1点、土器破片利用土製品 1点が出土し

た。 (第 13図～ 18図、PL101

第 13図 1は、壺形のミニチュア土器で、器高7.7cll、  日径 3.lc■ lを測 り、色調はにぶい橙色

である。 2は、LR縄文が全体に施文されている深鉢形土器で、二次火熱をうけ、上半部にス

スの付着がみられる。器高44.4clll、  日径27.5clnを 測 り、色調は明赤褐色である。 3は南西壁際

の堆積土中から出土した。LR縄文が全体に施文されている深鉢形土器で、器高30.4cnl(推定

―-18-―



DH:17900m

※番号は遺物ポイントNoに対応

4区第 1号堅穴住居跡出土遺物分布
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である。

(P-480)

値)、 日径20.8cmを測る。胎土にはやや大きめの砂粒を含み、色調は暗褐色である。

第 18図 3の石製品は、東側の堆積土中から出上した。表面を丹念に研磨しており、石刀の破

片であると思われる。石材は、石墨片岩である。 5は凹石で、円礫の平坦な面に使用痕がみら

れる。石材は石英閃緑珍岩である。 7は土器破片利用上製品で、土器破片を打ち欠き、側縁部

を研磨し,整形している。 8の凹石は.北東側の壁際から出土した。扁平な礫の三面に使用痕

がみられる。先端部が破損している。石材は、砂質凝灰岩である。

(構築時期〉基本層序を含む土層断面から縄文時代後期前葉と考えられる。

第 2号竪穴住居跡 (第 19図 )

(位置と確認〉調査区北端のⅧ l-70グ リッドに位置する。Ⅳ層上面でプランを確認した。

基本層序を含む土層断面から、構築面はⅢd層 上面であることが判明している。

(重複関係〉第24号焼土遺構と重複し、本遺構が古い。

(平面形 。規模〉未発掘部があるため詳細は不明であるが、推定される規模は、4.2× 3.6m
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(堆積土)2プ ロックに区分され、人為堆積である。

(床面 。壁)Ⅳ層を掘 り込み=床面としている。壁高は、北西側が 10clnと低く、南東側の壁

高は26clllを 測る。

(柱穴)確認された主柱穴は、 ビット26、 27である。ビット26は北西側の壁面からわずかに

外側に、 ビット27は南東側の壁際に構築されている。

(炉)住居内ほぼ中央で、円形状に並ぶ複数の石を確認した。石は激しく焼けており、石に

囲まれた堆積土中に最大厚 8 cmの焼土層が確認されたことから、石囲炉と判断した。炉は、一

部原型を留めていないが、残存する炉石の配置から、円形の石囲炉であったと考えられる。

(出土遺物〉覆土中から復元可能土器 1個体と土器破片 14点が出土した。

(構築時期)基本層序を含む土層断面から縄文時代後期前葉と考えられる。

2.柱穴状ビット (第 20図～第21図、第 2表 )

G4区か らは15個の柱穴状ピットが検出された。いずれの柱穴状ピットからも遺物は出土し

なかった。

第 1・ 2・ 3・ 4・ 5・ 11号柱穴状ビット

調査区北東部から南部にかけて直線状に点在する 6個の柱穴状ビットを確認した。平面形は

概ね円形で、径は90～ 130cln(推 定値 )、 深さは80～ 142clnを 測る。すべての柱穴状ピットで径

22～ 49cnlの 柱痕を確認した。第 2, 4号 ピットでは、径32～ 41clnの柱痕の近くに径 18～ 19clnの

小さい柱痕を確認した。大小 2つの柱が同時に存在したか、重複していたかは不明である。ま

た、第 2号ビットでは、遺構の上位面の精査時の平面確認では柱痕が柱穴の中心からやや北東

寄 りに観察されていた。 しかし、柱穴下位の精査時には、柱痕は下位の断面上のみに確認され

るだけであった。このことから、柱に使用された木が、下位から上位部に行くに従い,北東方

向に曲がった木材を使用 していたものと考えられる。柱穴の中心から北東方向に曲がっていた

ためと思われる。

これら6個のビットの構築時期は、基本層序を含む土層断面から縄文時代後期と考えられる。

第 6号柱穴状ビット

調査区中央やや北東寄 りのYM-60グリッドに位置し、Ⅲd層上面で確認した。平面形は未

掘部に一部およぶため不明であるが、径95m、 深さ59cln(推 定値 )、 柱痕径41mの 円形の柱穴

と判断される。

構築時期は、構築面から縄文時代後期前葉と考えられる。

第 7・ 8・ 9・ 12・ 13・ 14号柱穴状ビット

調査区西部YP-54グ リッドで確認した。平面形は円形で、径は28～ 47cIIl、 深さは42～ 54clll

―-26-―
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第19図  G4区第 2号堅穴住居跡実測図
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5 黒褐色土(1●
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)地山村、彙土粒薇■混入、しまる

0 黒掲色土(10n3/21 地山粒沙量、膨土拉徴■混ス、かたくしまる

8 ■●●■(1● YRS/1)地 山粒数■混入.しまる

9 褐色■〈:●VR4/41 地山粒多二、燒土粒薇曇混入、軟弱

1 黒掲色■(10Vυ, 地山糧徴■屁入、軟弱
2 黒褐色■(10YR3/1)地 山粒少彙混入、●●●ヨ

4 RI● 色土(1似セ/2)地 山拉微■捏入、かたくしまる
0 暴●色土(101R3/" 亀山糧少量、焼土粒■■屁ス、ややしまる
0 晨掲色土(101T2/31 地山●●■■入、やや軟蒻

8 ■●●土(101R3/1)地 山種徴量屁入、ややしまる
9 晨褐色上(10YR3/2)地 山粒少量凛入、かたくしまる
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2 黒褐色土 (10YR3/2)地 山拉少■屁人、しまる

3 黒掲色
=(1●

YR3/21 地山拉織云屁入、やや漱蒻

5 嗜●●土l10YR3/31 地山粒多彙混入、やや颯弱

6 累褐色土 (101R3/, 聰山粒少二、焼土粒薇量混入、しまる

7 褐色土(11YR4/61 地山粒多■混入、やや軟蜀

3 ■●色土(1研υ/21 ttl峰■屁入、やや漱弱
4 "椰色■(lα●/0 地山粒少― 、かたくしまる
5 嗜●色土 (1●VR3/0 地山粒多曇混入、しまる

0 綺色上 (10YR4/4)地 山篠多■屁ス、やや しまる

4 黒掲色■(10VR3/21 地山織少
―

、やや漱弱

6 晴褐色■ (1●lR3/0 地山世多■、焼土粒徴■混入、やや漱溺

2 ■格色土 (111T● /1)地山菫、地山プロック載徴二混入、やや軟弱

3 ■褐e■ (1●lP/31 地山●少量混入、 しまる

4 RI● 色土(101P/31 地山籠少諄 、力tく しまる

5 黒掲色土(101R3/1)地 山粒薇二屁入、ややしまる
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第 2表 G4区柱穴状ピットー覧表
(新 旧関係は旧→新で表乱 表記のないものは新旧関係不明)

( )内は推定数慎

卜

暑

ツＬ

番 グリッド ラ1月[   俣  tCmノ

尋径 x 惰径 x 深ホ
重薇関係
旧→新

構築面 柱痕径(cm) 備考

! YH～ Yl-64 118 X   l10 X   ll 不明

YH-62 114X 不明 X 141 肛d上 大 32小 18

YH-58 93 X    91 X   (93) 不明

YG-56 102 X   90 X (101) 不明 大 41小 19

YG-54 98X 不明 X(115) Id上

YM-60 95X 不明 X (59) 肛d上

YP-54 47 X    40 X    41 不明

YP-54 39 X   38 X   41 不明

9 YP-54 38 X    38 X    4〔 不明

欠番 X X

Y:-66 130X 不明 X (80) 肛 d上

2 YP-54 36X 不明 X  5Z Ⅲ d上

3 YP-54 (36)X  (28) X   41 不明

4 YP-54 38 X    38 X    4( 不明

5 YM-72 24 X    17 X    l Si-1中 6 |― 南半部内

6 YM-72 22 X    16 X    21 SI-1中 1- 南半部内

YM-72 21 X    20 X    21 -1中
|― 南半部内

8 YM-72 22 X    19 X    31 -1中 9 l― 北半部内

YM-72 22 X    21 X    2 -1中 7 |― 北半部内

YM-72 不明 X (18)X  24 ‐1中 8 |― 北半部内

YP-48 59 X   52 X  ttBJ Pit-21 -→  SK-8 不明

22 YM-71 (36)X 不明 X  7 Ⅲd上

YM-71 15 X   14 X   21 SI-1中

'|-1 
南半部内

YM-72 不明 X  26X Sl-1中 〕!-1 南半部内

YM-71 23 X    20 X    l Si-1中 7 南半部内

YM～ YN-70 不明 X 不明 X  3( Ⅲd上 〕|-2 西側

YM-70 不明 X 不明 X  31 SI-2中 |ヽ-2 内側

YM-72 19X   10 X S:-1中 SI-1 南半部内

YM-72 8X 7X SI-1中 31-1 南半部内

YM-72 12X  8X SI-1中 SI-1 南半部内

YM-72 21X 13X l SI-1中 SI-1 北半部内

YM-72 19 X   13 X   ll S!-1中 S:-1 北半部内

YM-72 8X  8X l SI-1中 SI-1 北半部内

YM-72 14 X    12 X    l SI-1中 〕l-1 北半部内

YM-72 1l X  8X 不リ SI-1中

'|-1 
北半部内
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2 黒掲色土 (1●m/1)地
"粒

薇彙混入、しまる

2 ●色土〈10n4/4) 地山拉少量屁入、ややは■

3 晨褐色土(101R3/2)地 山拉少量混入、しまる

1 晨働色士(1● Y t3/2)地山●/J2壼 混入、ややしまる】 彙褐色il10YR3/22 ●山拉篠量掟入tややしまる

2 ■●●■(:On3/2)地 山粒薇●I 地山プ。・/ク●少曇混入 ややしまる

■ ■●色土(101R3/2)地 山
=薇

量屁入、ややしまる

2 黒褐色士(101■ 3772)地 山粒薇量混入、かたくしまる lm

第22図 G4区第 1号竪穴住居跡柱穴状ビッ ト実測図

を測る。すべての柱穴で径 14～ 20cllの 柱痕を確認した。 6個のビットはほぼ同規模であり、 6

本柱の建物跡の可能性が考慮された。しかし、周囲の未掘部にも同規模のビットが存在する可

能性があり、今回検出された 6個のビットのみで建物跡が構成されるか判断をし得なかったた

め、 6本柱建物跡とは判断しなかった。

第21号柱穴状ビット

調査区南西部YP-48グ リッドで確認した。第8号土坑と重複し、本遺構が古い。径52cnli深

さ50cln(推定値)、 柱痕径 1 8clllを測る。

第22号柱穴状ビット

調査区北部YM-71グリッドに位置し、V層上面で確認した。構築面は、基本層序を含む土

層断面か らⅢd層 上面である。 ビット上面の平面形は円形で、底部に近づくにつれ小さくなっ

ている。径36clll(推 定値)、 底部径 14clll、 深さ71clllを測る。柱痕は確認されなかった。

構築時期は、基本層序を含む土層断面から縄文時代後期前葉と考えられる。

3.焼土遺構

G4区では19基の焼土遺構が検出され:ほとんどが調査区北部、西部=南西部で確認された。

第 1号焼土遺構 (第 23図 )

調査区北東部YG-72グリッドに位置し、Ⅲd層下位で確認した。焼土および焼土粒を含む範

囲は72× 54cIIlを 測 り、中央に54× 25cIIlの 焼土を確認した。遺物は出土しなかった。

第 2号焼土遺構 (第 23図 )

調査区北部YM-68グリッドに位置し、Ⅲb層上面で確認した。焼土および焼土粒を含む範

囲は134× 103clnを 測る。焼土は34× 30clllを 測る。遺物は出土しなかった。
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第 3号焼土遺構 (第23図 )

調査区北部YM-68グ リッドに位置し、 Ⅲb層 中位で確認した。焼土および焼土粒を含む範

囲は77× 64cmを 測 り,中央に27× 22clnの 焼土を確認した。遺物は出土しなかった。

第 4号焼土遺構 (第23図 )

調査区北部YK-66グ リッドに位置し、Ⅲb層 中位で確認した。焼土および焼土粒を含む範囲

は46× 45clnを 測る。焼土は中央やや北寄りにあり、 15× 13clnを測る。遺物は出土しなかった。

第 5号焼土遺構 (第23図 )

調査区北東部Y」 -66グ リッドに位置し、Ⅲb層 上面で確認した。焼土および焼土粒を含む範

囲は80× 5 1clnを 測 り、西寄 りに31× 17cl■の焼土を確認した。遺物は出土しなかった。

第 6号焼土遺構 (第 23図 )

調査区北部YN-64グ リッドに位置し、Ⅲb層下位で確認した。焼土および焼土粒を含む範囲

は126× 77cIIlを 測る。焼±44× 26cmを測る。遺物は出土 しなかった。

第 7号焼土遺構 (第 23図 )

調査区北部Y」 -64グ リッドに位置し、Ⅲc層 中位で確認した。焼土および焼土粒を含む範囲

は39× 24clnを 測る。焼土は18× 16clllを 測る。遺物は出土しなかった。

第 11号焼土遺構 (第 23図 )

調査区中央やや北寄 りYM-60グリッドに位置し、Ⅲb層 中位で確認 した。焼土および焼土

粒を含む範囲は104(推定値)× 67clllを 測る。焼土は52× 28allを 測る。焼土の一部は未掘部に広

がると思われる。遺物は出土しなかった。

第12号焼土遺構 第 24図 )

調査区西部YP-56グ リッドに位置し、Ⅲc層 中位で確認した。焼土および焼土粒を含む範囲

は212× 13 1clllを 測る。焼土は58× 49clnを 測る。遺物は出土しなかった。

第 14号焼土遺構 (第 23図 )

調査区南西部YL-52グ リッドに位置し、Ⅲb層 上面で確認した。焼土および焼土粒を確認し

た範囲は61× 46cIIl(推 定値)を測る。焼土は36× 29clll(推 定値)を測る。焼土は未掘部に広が

ると思われる。遺物は出土しなかった。

第15号焼土遺構 (第 23図 )

調査区南西部YL～YM-52グ リッドに位置し、Ⅲb層上面で確認 した。焼土および焼土粒を

含む範囲は171(推定値)× H8allを 測る。焼土は63× 56cnlを 測る。遺物は出土しなかった。

第16号焼土遺構 (第24図 )

調査区南西部n4-52グ リッドに位置し、Ⅲb層 上面で確認した。焼土および焼土粒を含む

範囲は108× 76clnを 測る。焼土は45× 41clllを測る。遺物は出土しなかった。
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第 17号焼土遺構 (第 24図 )

調査区南西部YQ-48グ リッドに位置し、Ⅲb層 中位で確認した。焼土および焼土粒を含む範

囲は108× 75clllを 測る。焼±58× 34cmを測る。遺物は出土しなかった。

第18号焼土遺構 (第24図 )

調査区南西部YQ～YR-48グリッドに位置し、Ⅲb層上面で確認した。焼土および焼土粒を

含む範囲は88× 62cIIlを 測る。焼土は32× 27cln(推定値)を測る。遺物は出土しなかった。

第 19号焼土遺構 (第24図 )

調査区南西部YR-48グ リッドに位置し、Ⅲb層 上面で確認した。焼土および焼土粒を含む範

囲は96× 90clll(推 定値)、 焼土は46× 45cm(推定値)を測 り、未掘部に広がると思われる。遺

物は出土しなかった。

第20号焼土遺構 (第24図 )

調査区南西部YL-50グ リッドに位置し、Ⅲb層上面で確認した。焼土および焼土粒を含む範

囲は243× HOclllを 測る。焼土は52× 26clllを 測る。遺物は出土しなかった。

第21号焼土遺構 (第24図 )

調査区北部YM-70グ リッドに位置し、Ⅲd層 中位で確認した。焼土および焼土粒を含む範

囲は155× H loll(推定値)を測る。焼土は85× 28clll(推 定値)を測る。焼土は未掘部に広がる

と思われる。遺物は出土しなかった。

第23号焼土遺構 (第24図 )

調査区北部YM-71グ リッドに位置し、Ⅲc層下位で確認した。焼土は43(推定値)× 29cnl

を測る。遺物は出土しなかった。

第24号焼土遺構 (第24図 )

調査区北部YM-70グ リッドに位置し、Ⅲc層中位で確認した。第 2号竪穴住居跡と重複し、

本遺構が新しい。焼土は76× 38cnl(推定値 )、 焼土厚は12clllを 測る。

構築時期は、遺構確認面および土層断面から縄文時代後期中葉と考えられる。

4.土  坑

(1) Tビ ット

第2号 Tビット (第25図 )

調査区北部YK-72グ リッドに位置し、Ⅳ層上面において確認した。構築面はⅢd層下位で

ある。本遺構南側半部は未発掘としたため、長軸は不明である。短軸は40cnl、 確認面からの深

さは75clll(推 定値)を測る。遺構の北側先端部は、土坑上部に比べ、底部が北側に広がってい

る。横断面は 「Y」 字状を呈し、深くなるにつれて徐々に狭くなっている。堆積土は 3プロッ

ーー35-―
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A H:178 500 m   A'

B

B
一~~H:178500m B'

SKOつ
1 黒褐色土(10YR2/2)地 山粒少量混入、やや軟弱

2 黒褐色土(10YR2/3)地 山粒少量混入、やや しまる

3 黄橙色土 (10YR8/8)地 山粒多量混入、軟弱

SK(D-3

1 黒色土 (10YR2/1)地 山粒徴量混入、軟弱

2.黒色土(loYR2/1)地 山粒徴量混入、やや しまる

3 褐色土(loYR4/4)地 山粒少量混入、しまる

0

ー

第25図 G4区 T― ビット実測図

クに区分され、人為堆積である。

D2区 (第 5次)の調査で、北西側の台地縁辺部から北東方向に入り込む沢に沿ってTピ ット

群が構築されていたことが確認されており、本遺構もその一部と考えられる。

本遺構から遺物は出土しなかった。

構築時期は構築面から縄文時代後期と考えられる。

第 3号丁ビット (第25図 )

調査区北部YN-68グリッドに位置し、Ⅳ層上面で確認した。構築面はⅢd層 中位である。

本遺構は、北東側の一部のみ発掘したため、全体の規模を確認するには至らなかった。深さは

1 17cnl(推 定値)を測り、大型のビットであることが窺える。遺構の北東側の先端は、底に近

づくほど北東側に広がっている。横断面は「Y」 字状で、深くなるにつれてわずかに狭くなる。

lm

カクラン
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堆積土は 3プロックに区分され、人為堆積である。ビット内より遺物は出土しなかった。

構築時期は、構築面から縄文時代後期と考えられる。

12)土  坑

第 1号土坑 (第 26図～第28図、PLll)

調査区北東部YK-72グ リッドに位置し、Ⅳ層上面で確認した。構築面はⅢd層上面である。

平面形は円形で、規模は長軸64× 短軸 62c■l(推定値 )、 深さ52cmを測る。底面は平坦で、外反

しながら垂直に立ち上がる。堆積土は7ブロックに区分され、人為堆積である。土坑上面で 10

～23cmの石が 3個、土坑の淵に並ぶように確認され、そのうち 2つ は同一の石が割れたもので

あることが判明した。石の平坦な面には、わずかに凹がみられ、まわりに赤い付着物が確認さ

れた。鑑定の結果、種類は同定できないものの、赤色顔料であることが判明した。石材は 2つ

が石英安山岩、 1つが石英閃緑珍岩である。

遺構内より、縄文時代後期の土器破片 7点が出土している。第27図 2、 3、 4は同一個体で

あり、LR縄文が施文されている土器である。

構築時期は、基本層序を含む土層断面から縄文時代後期前葉と判断される。

第 4号土坑 (第 26図 )

調査区北西部YN-60グ リッドに位置し、Ⅲd層下面で確認した。構築面はⅢd層上面である。

平面形は、北西方向に長軸をもつ楕円形で、長軸方向は、N-66° 一Wである。規模は長軸 156

(推定値)× 短軸 136cln、 深さ38cmを測る。底面は鍋底状で、地山まで掘 り込まれ、壁は底面か

らやや垂直に立ち上がる。堆積土は 7ブロックに区分され、人為堆積である。土坑下位で炭化

物の多量混入を確認し、板状の炭化材が検出された。分析の結果、板状の炭化材はクリ材であ

ることが判明した。 (第V章参照)

構築時期は、基本層序を含む土層断面から縄文時代後期前葉と判断される。

第 5号土坑 (第 26図 )

調査区南部Y」 -52グ リッドに位置し、Ⅲd層 中位で確認した。構築面はⅢd層 上面である。

遺構の一部のみ発掘したため、遺構全体の平面形・規模は不明である。深さ43clnを 測る。底面

は平坦で、壁は底面から垂直に立ち上がる。堆積土は 5プロックに区分され、人為堆積である。

土坑底部か ら、 5～ 10cln大 の灰自色土の塊が確認され、分析の結果、粘質土が加工されたもの

と判断された。 (第V章参照)

構築時期は、基本層序を含む土層断面から縄文時代後期前葉と判断される。

第 6号土坑 (第26図 )

調査区南西部YM-52グ リッドに位置し、Ⅳ層下面で確認した。構築面はⅢd層 上面である。
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:蠅勤鱗撤識軟轟:難1瀞 撥鸞計題
5 にぶい贅橙色土 (101R6/3)地 山粒多量混入、やや しまる
0 黒褐色土 (1●YR3/21 地山粒少量混入、軟弱
7 贅褐色上(10YR5/6)地 山粒多量滉入 軟弱

に、
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工
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ヨ

C-2… 分析試料採取ポイン ト 5

C-5…分析試料採取ポイント

黒褐色土 (10YR3/1)地 山拉、焼土粒徴■混入、 しまる

黒褐色土 (10YR3/1)地 山粒微ュ混入 しまる

黒褐色上(10YR3/2)地 山粒、鮨土粒少量混入.かたくしまる

黒掲色土 (10YR3/2)地 山粒多量 燒土粒少量混入、 しまる

ユ
●

G'

G'G H:175500m

SK-8

1 幕褐色土(10“/1)地 山拉薇量混入 やや しまる
2 黒褐色土 (10YR3/1)地

"拉
燎菫混入、 しまる

3 暑褐色士 (10vR3/2)地 山粒徴量混入、 しまる

1 黒褐色士(101R3/1)地 山粒.焼土拉薇量混入、ややしまる

第26図  G4区土坑実測図(1)
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第27図  G4区第 1号土坑出土土器拓影図

第28図 G4区第 1号土坑出土石器実測図
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第29図 G4区第 8号土坑出土剥片接合状況(1)
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第30図  G4区第 8号土坑出土剥片接合状況(2)
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G4区第 8号土坑出土剥片実測図

PLl 第 8号土坑出土剥片
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第 7号土坑と重複し、本遺構が古い。平面形は、北西方向に長軸をもつ楕円形で=長軸方向は、

N-15° 一Wで ある。規模は長軸 143× 短軸120cln(推 定値)、 深さ45cln(推定値)を測る。底

面は平坦で、壁は底面から垂直に立ち上がる。堆積土は5プ ロックに区分され、人為堆積であ

る。

構築時期は、基本層序を含む土層断面から縄文時代後期前葉と判断される。

第 7号土坑 (第26図 )

調査区南西部YM-52グリッドに位置し、Ⅳ層下面で確認した。構築面はⅢd層 上面である。

第 6号土坑と重複し、本遺構が新しい。平面形は、やや歪な円形で、規模は長軸 123× 短軸H9

cm(推定値)、 深さ42clnを 測る。底面は平坦だが、北東側の一部には浅い掘 り込みが確認され

た。壁は底面から垂直に立ち上がる。堆積土は 2プロックに区分され、人為堆積である。図示

されているのは1層のみであるが、北東側底部の掘り込み部に褐色土が堆積している。

構築時期は、構築面から縄文時代後期前葉と判断される。

第 8号土坑 (第26図、第29図～第31図、PL l、 1動

調査区南西部YP-48グ リッドに位置し、Ⅳ層上面で確認した。第21号柱穴状ピットと重複

し、本遺構が新しい。平面形は円形で、規模は長軸45× 短軸42cnl、 深さ15mを測る。底面は鍋

底状で、壁は底面から緩やかに外反して立ち上がる。堆積土は 1プロックに区分され、人為堆

積である。

土坑内より35点の剥片が出土した。そのうち 3組 9点が接合した。また、 3点の剥片にアス

ファル トとみられる黒色の付着物が観察された。石材は、硬質頁岩22点、珪質頁岩 12点、黒曜

石 1点である。

(3)フ ラスコ状土坑

第 9号フラスコ状土坑 (第 32図 )

調査区北部YM-71グ リッドに位置する。

構築面はⅢc層上面である。第 1号竪穴住居

跡と重複しており、本遺構が新しい。径は

長軸が40cln、 短軸は不明である。底部径は

長軸が54cIIl、 短軸は不明である。深さ55clll

を測る。堆積土は3プロックに区分され、

人為堆積である。堆積土上位にはにぶい黄

橙色土が充填されていた。本遺構から遺物

は出土しなかった。

1 にぶいA●●土(10YR7/0 地山拉多二滉入、やや欧劇

3 掲色土(10YR4/4)地 山ユ多量、贅■ta■
=入

、かたくしまる

0      1m
L_    !

第32図  G4区 フラスコ状土坑実測図

SK(F)9

′FH.78700m
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構築時期は、基本層序を含む土層断面から縄文時代後期中葉と考えられる。

5、 礫  群 (第 33図 )

調査区西部から南西部にかけて拳大の礫が集中する区域が3ヶ 所確認された。 5～ 10cIIl大 の

の礫が大半を占めるが、なかには20cIIlを 超えるものもみられる。火を受けた痕跡がみられる礫

も観察された。礫群より、 5点の礫石器が出土している。礫群を構成する石材は,凝灰岩が60

%と多く、泥岩20%、 石英安山岩 10%、 安山岩 5%、 砂岩 5%と続く。

また、南西部から北東部にかけて延びる沢の底とみられるV層面上に、礫の集中する区域が

みられるが、自然堆積であることが判明している。             (三 浦貴子 )

6.遺構外出土遺物

(1)土  器 (第 39図～第57図)

G4区遺構外からは完形土器 。復元土器 5点とともに多数の土器破片が出土した。 これらは

縄文時代の時期に位置づけられるものであるが、その大半は後期のものが占めている。

なお、須恵器破片 1点が出土しており、 この項において説明を加える。

各時代の土器分布状況をみると早期土器群はYO-62グリッド、前期土器群は調査区の北側

(YM-70)に 集中する。また、後期土器群及び第V群土器は調査区中央から台地縁際から出

土するが、特に調査区北側の台地縁 (住居域の台地縁 )、 調査区中央 (YL-60グ リッド)、 南

側 lYL-48グ リッド)に集中する。

調査区を横切るように入 り込んだ沢との関連を観察すると遺物集中地域である調査区中央と

南側は沢の中に位置する。

第76図はYM-48～ Y」 -48グ リッドから出土した土器破片 (第35図～38図)の平面並びに

垂直分布図である。平面的には特徴のない分布を示しているが、垂直分布では縄文時代後期初

頭～前葉の遺物包含層・遺構確認面である第Ⅲd層より上の層に集中する。また土器が廃棄さ

れた後雨水により移動したものであれば沢底にある程度集中して良いはずであるし、水磨され

て文様がはっきりとしないなどといった現象が起こりうるはずであるが、 これらの傾向はこの

図や土器観察から読み取ることができない。このことから土器は沢がある程度埋まりきった状

況のもとに廃棄されたものと判断することができる。

遺構外から出土した土器については、時期ごとに群分し、文様によって分類した。なお分類

に際してはこれまでに刊行した報告書を基本とした。
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第34図  G4区土器破片出土分布状況

第 I群土器 早期の土器 (第42図 1～ 9、 1動

1類 :貝殻文、員殻沈線文の土器 (第 42図 1～粉

YO-62グ リッドからの一括資料である。尖底の深鉢形土器の胴部破片で貝殻腹縁文が施文

されている。胎土に砂粒を含み・焼成は非常に良好で堅固である。色調は橙色を呈する。

2類 :縄文が施文された土器 (第42図 9)

口唇部が半円状を呈する平口縁の尖底または丸底の深鉢形土器と想定される。無節縄文が横

位方向に回転施文される。胎上には植物繊維を含み、焼成は良好である。色調は灰褐色を呈す

る。

3類 :羽状縄文の土器 (第42図 12)

胎土にはきめの細かな粘土を用い、焼き上がりが軽く感じる土器である。羽状縄文が施文さ

れる。焼成は良好で、色調は橙色を呈する。

本群 1類土器は寺の沢式、 2類 。3類は早稲田 5類 。表館(1)遺 跡第X群土器に相当するもの

と考えられる。

第Ⅱ群土器 前期の土器 (第41図 5、 第42図 10～ H、 13～ 20

1類 :単軸絡状体の圧痕文が施文された土器 (第 41図 5、 第42図 13～ 20

a:13は幅の狭い口頸部文様体に単軸絡状体による平行圧痕文が 3条、胴部には木目状撚糸

文が施文されている。平口縁を呈する深鉢形土器と想定される。 14～ 20は胎土・焼成 。色調か

ら同一固体と考えられる胴部破片である。胎土に砂粒のほか、少量の植物繊維を含む。焼成は
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良好である。

b:第 40図 5は平口縁を呈する深鉢形土器で、取NI-70グ リッドより出土した。 日頸部は厚

みを持ち、単節縄文が傾位に力強く押圧されている。胴部から底部にかけて木目状撚糸文が施

文されている。器高27 5cm、  日径 19.4cmを 測る。胎土に砂粒のほか、少量の植物繊維を含み、

焼成は良好、色調はにぶい橙色を呈する。

2類 :結節羽状縄文が施文される土器 (第42図 10～ H)

結節の羽状縄文が施文されている土器である。胎土に砂粒を含み、焼成は良好で、色調は暗

褐色を呈する。

本群 1類土器は前期末葉の円筒下層d式土器、 2類もこの範疇に入る土器である。

第Ⅲ群土器 後期初頭から前葉の土器

1類 :隆線文、隆沈文が施文された土器 (第43図 21～ 2η

隆線文、隆沈文が主文様となる土器を一括した。深鉢形土器や壺形土器がみられる。隆線文、

隆沈文上に縄文や刺突文が付加されるものもある。 23、 24は隆線文上に押圧が見 られ、方形文

を区画するのだろうか。胎土に砂粒を含む。焼成は良好なものが多く、色調は浅黄橙色、黒色、

灰白色、灰黄褐色を呈する。

2類 :沈線文が施文された土器

a:主文様が縦位方向に展開する土器 (第43図 28～第44図 55)

本類には隆線文、隆沈文が区画文として施文されたものも包括した。深鉢形土器や大型の壺

形土器が主体となる。文様帯は胴部 2/3まで及ぶものがある。主文様として弧線文、楕円形

文、円形文、直線文が施文される。 28、 29は縦位区画文間に幅の広い弧線文を施文している。

胎土に砂粒を含む。焼成は良好～不良とバラつきをみせる。色調は浅黄橙色、橙色、灰自色、

にぶい褐色、明赤褐色等を呈する。

b:主文様が横位方向に展開する土器 (第39図 1、 第44図 56～第45図 80

深鉢形土器、鉢形土器、壺形土器が主体となる。文様帯は胴部下半まで及ぶものもある。主

文様として曲線文、入組文、弧線文が横位方向に展開する。胎土には砂粒を含む。焼成は良好

～不良で、色調は橙色、黄橙色、灰自色、黒褐色、褐色を呈する。

第39図 1は山形口縁を呈する大型の深鉢形土器で文様帯は胴部中程まで及んでいる。口縁部

文様帯には楕円形・ 円形文、胴部には入組文が施文されている。 日径約28.8cmを測る。胎土に

砂粒を含む。焼成は良好で、色調はにぶい黄橙色を呈する。

3類 :帯縄文が施文された土器
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a:主文様が縦位方向に展開する土器 (第45図 81～ 80

深鉢形土器が主体となる。日縁部形状や文様帯の範囲については不明である。区画された文

様帯内に縦位に曲線文、巴状入組文を配置したもので、弧線文や直線文が付加される。同類b

と比べ沈線は細く、その間隔は狭い感じを受ける。沈線間にはRLoLR縄 文が施文 。充填さ

れる。胎土には砂粒を含む。焼成は良好である。色調はにぶい黄橙色、浅黄橙色、橙色を呈す

る。

b:主文様が横位方向に展開する土器 (第45図87～第49図 162)

深鉢形土器、壺形土器が主体となる。深鉢は波状口縁、平口縁を呈する。文様帯は胴部中程

から最張部まで及ぶ。主文様として横位に展開する入組文が施文される。沈線間にはRLoL

R縄文が施文・充填される。同類 aと比べ沈線、沈線間とも幅広くなる。胎土には砂粒を含む。

焼成は良好～良であるが、稀に焼成のあまいものもある。色調は浅黄橙色:にぶい黄橙色、灰

自色、褐灰色、明褐灰色等を呈する。

4類 :幅の広い帯縄文 (第49図 163～ 160

幅の広い帯縄文で、縄文の節が本群 1類～ 3類と比べ細かなものを一括した。深鉢形土器、

壺形土器がみられる。 163は 口縁部破片で縄文充填後、短い沈線が付加されている。

164か ら166は 曲線文・弧線文が施文されている。胎土に砂粒を含む。焼成は良好で、色調は

浅黄橙色を呈する。

本群土器 1類は東北地方北部の前十腰内式に比定されるが、特に本類 23、 24は牛ケ沢遺跡、

門前貝塚の出土土器に類似する。 2類は十腰内 Ia式、 3類は広義の十腰内 Ib式に比定され、

いわゆる大湯式は 3類の中に包括される。 4類は後期前葉と中葉の土器様式を持つものである。

第Ⅳ群土器 後期中葉の土器 (第40図 2～ 3)

1類 :幅の広い帯縄文の土器 (第 40図 3)

幅の広い帯縄文を施文した土器を一括した。 これまでに出土したものを観察すると広日の壺

が主体となるほか深鉢形土器も見られる。文様帯は胴部全域に及び口縁部は無文となる。第40

図 3は平口縁の小型の広口壺で、胴部に幅の広い帯縄文により波状文 (V字先端に円文)が施

文されている。沈線間にはLR縄文が充填されている。器高 13.6cm、 後掲7.6cm、

底径3.8cmを測る。胎土に細かな砂粒を含む。焼成は良好で、色調は褐灰色を呈する。

2類 :沈線文系の土器 (第40図 2)

沈線文系の土器を一括した。これまでに出土した同類のものをみると圧倒的に注目土器が多

く、稀に深鉢形土器がみられる。第40図 2は胴部の辺が丸みを帯びた注口土器で、入組文が施
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文されている。器高9.7cm、 日径 6.7cm、 底径5.9cmを測る。胎土には細かな砂粒を含む。焼成

は良好で、色調は褐灰色を呈する。

本群土器は東北北部の十腰内Ⅱ式土器に相当するものである。なお、器形が朝顔状に開き装

飾突起を有し、アメーバ状の磨消縄文によって施文されたタイプの土器は本地域からは出土 し

なかった。

第V群土器 後期初頭から中葉の土器

数量的には本群土器の占める割合が高い。本群には無文、縄文 (無節・単節・複節)、 撚糸

文の土器を一括した。

1類 :無文の土器 (第40図 4、 第49図 167～ 第50図 188)

深鉢形土器、鉢形土器、 ミニチュア土器が見られ、前二者は平口縁を呈する。器内外面とも

磨きの調整が施されている。胎土に砂粒を含み、焼成は良好なものが多い。第40図 4は三つの

山形突起を持つ鉢形土器で、器高 8.2crn、  日径15.Ocmを測る。胎土に細かな砂粒を含む。焼成

は良好、色調は褐灰色を呈する。

2類 :縄文の土器 (第50図 189～第55図 320

第39図 G4区遺構外出土土器実測図何)

―-53-―

1 0crn



※土器番号は第41図 に対応する

0 10cm

第40図 G4区遺構外出土土器実測図(2)

 ヽ                             ｀ Ｅ
『――
＝
＝
１
１

一Ｊ
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第41図 完形土器出土状況
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本類には無節、単節、複節の縄文が施文されたものを一括した。

al無節の縄文が施文されたもの (第 50図 189～ 191)

無節の縄文が施文されたものを一括した。これまでに深鉢形土器、鉢形土器、壺形土器が見

受けられた。本地区では平口縁を呈する深鉢形土器以外の上器は見受けられなかった。

第50図 189～ 191は同一個体で、撚 りのあまいR縄文が横位方向に回転施文されている。 日唇

部は丸みを帯びる。第 1号土坑から同一個体の土器破片が出土している。胎土に砂粒を含み、

焼成は良好である。色調は灰白色を呈する。

b:単節の縄文が施文されたもの (第 50図 192～第55図 3141

単節の縄文を施文されたものを一括した。本地区で出土した土器の中で最も量が多い。 これ

までに深鉢形土器、鉢形土器:壺形土器が見受けられたが、本地区では深鉢形土器以外のもの

は見受けられなかった。日縁部が平口縁となるものが多い。

192～ 196は縄文圧痕文、沈線文を境界文としたもので口縁部は無文化される。 194は境界文

間に同一原体を押圧し、三角形文を施文している。

縄文が口唇部から施文されたものは、平口縁または極めて緩やかな波状口縁を呈し、その断

面は丸みを帯びるものや箱形となるもの、鋭利となるものが見られる。縄文は基本的に横位方

向に回転施文されている。第51図 197～第53図 253は RL縄文、第53図 254～第55図 314は LR縄

文が施文されている。胎土に砂粒を含む。焼成は良好～良で、色調は灰白色1にぶい黄褐色、

浅黄橙色、灰黄褐色などを呈する。

c:複節の縄文が施文されたもの (第 55図 315～ 320

複節の縄文が施文されたものを一括した。深鉢形土器が主体となり、LRL縄文が多 く見受け

られる。胎土に砂粒を含み、焼成は良好である。色調は灰褐色、黄橙色、にぶい黄橙色を呈す

る。

3類 :撚糸文の土器 (第 56図 321～第57図 35助

撚糸文が施文された土器を一括した。平口縁を呈する深鉢形土器が主体となり、 日唇部断面

が箱形を呈するものが多い。文様が口唇部直下から、わずかに無文帯を残すものが多く、文様

は底部付近まで施文される。本地区からは網目状撚糸文以外の撚糸文系の文様は見受けられな

かった。胎土に砂粒を含む。焼成は良好～良で、色調は浅黄橙色、灰自色、にぶい黄橙色を呈

する。

その他の土器 (第57図354～ 36υ

縄文土器底部、須恵器破片を図示した。 354、 357な どには網代痕が観察される。362は須恵

器甕の胴部破片で、外面に叩き、内面には指頭痕がみられる。        (藤 井安正 )
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口)石  器

G4区遺構外から出土した石器は、剥片石器20点、礫石器39点の計59点である。また、剥片

は52点出土している。遺物の分布は、調査区北側と南西側に集中し,Ⅲ a層からⅢd層 にわたる

遺物包含層のなかでも、Ⅲb層からⅢd層 に集中している。石材一覧表では、石器と剥片に分け、

各層からの出土状況と各石材の種類別割合を表にしている。石器の分類については、 これまで

の調査に準じ、形態別に類別、細分した。

石器、剥片の出土分布状況は、第58図1第 59図 のとおりである。

石  鏃 (第 60図、PLl助

基部形態などからこれまで 2群 6類に分類されている。本調査区からは 1点出土し、石材は
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硬質頁岩であつた。

1群…有茎石鏃で、基部形態から以下のように細別される。

a…平基有茎石鏃で、本調査区からは 1点出土した。側縁部は直線的で、全面に丁寧な剥

離調整が見 られる。大きさは、長さ3.4cIIl、 幅 1.3cln、 重さ1.4gを測る。(1)

b…凹基有茎石鏃で、基部に快れをもつ。本調査区からは出土しなかった。

c…凸基有茎石鏃で、基部が突出している。本調査区からは出土しなかった。

2群…無茎石鏃で、基部形態から以下のように細別される。

a…平基無茎石鏃で、基部が直線的である。本調査区からは出土しなかった。

b…凹基無茎石鏃で、基部に快れをもつ。本調査区からは出土しなかった。

c…尖基石鏃で,基部が尖るいわゆる柳葉形のものである。本調査区からは出土しなかっ

た。

d… 円基石鏃で、基部に丸みをもつ。本調査区からは出土しなかった。

石  錐 (第 60図、PL19)

形態により3群に分類される。本調査区からは 1点出土し、石材は硬質頁岩であった。

1群…つまみ部と錐部との境目が丁寧なもの

2群…つまみ部と錐部との境目が不明瞭なもの

3群…剥片の二部に錐部を作 り出しているもの

出土した 1点はつまみ部が欠損しているため分類できなかった。錐部の一方にのみ刃部を作

り出し、主要剥離面に一次調整が残る。残存する錐部の大きさは、長さ4.3cm、 幅 1.4cln、 厚さ

1.Ocnlで ある。 (3)

石  箆 (第 60図、PLl"

形態により2群に分類される。本調査区からは 1点出土しており、石材は硬質頁岩である。

1群…基部に対して刃部の幅が広くなる、撥状のものである。本調査区からは出土 しなかっ

た。

2群…基部に対して刃部の幅がやや広くなる、台形状のものである。本調査区からは 1点出

土した。剥離調整はやや粗く,一次調整が残る部分がある。大きさは、長さ3.6all,幅 18

cllli重さ6.5gを測る。12)

掻  器 (第 60図～第62図、PL19)
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打面を上にして、主要刃部の作 り出される位置や刃部の形態別に5群 に分類される。本調査

区からは16点出土し、石材は、硬質頁岩が 15点、黒色頁岩が1点である。

1群…主要刃部が一側縁に限定されるもので、本調査区からは14点出土した。大きさは、長

さ2.2～ 8.9m、 重さ2.4～ 58.Ogを 測 り、形態に規則性はみられない。 (4～ 6、 8～ 10、

12～ 19)

2群…主要刃部が二側縁に及ぶもので、本調査区からは 1点出土した。大きさは、長さ3.3

clll、 重さ9.6gを 測る。ぼ)

3群…主要刃部が三側縁に及ぶもので、本調査区からは 1点出土した。大きさは、長さ3.3

cln、 重さ133gを測る。lJ

4群…主要刃部が側縁全体に及ぶもので、本調査区からは出土しなかった。

5群…刃部に快れをもつもので、本調査区からは出土しなかった。

二次調整は側縁部に限られるものが多く、背面からの剥離調整が施されるものもみられる。

石  斧 (第 62図、PLl働

本調査区からは小型定角式磨製石斧が 1点出上した。全体に丹念な研磨が施され、刃部には

使用による剥離がみられる。長さ9.8cIIl、 重さ33.5gを測る。石材は蛇紋岩である。 201

敲  石 (第 64図 37、 39～42,44、 45、 PL19

本調査区からは 7点出土した。円礫や扁平な川原石の一部がうち欠かれたもので、ほとんど

がこぶし大の大きさである。石の先端部や側縁部に敲打痕がみられるものが多く、大きく打ち

かかれているものもみられる。

大きさは、長さ6.4～ 15.4血、重さ80.6～ H28.2gで ある。

石材は、泥岩 2点、凝灰岩 1点、流紋岩 1点、泥質凝灰岩 1点,砂質凝灰岩 1点、火山礫凝

灰岩 1点である。

凹  石 (第63図、 第64図 33～ 36、 38、 43、 第65図46～ 56、 PL191

本調査区からは29点出土した。円礫や扁平な川原石が多く、 こぶし大のものがほとんどであ

る。使用痕である凹は平坦面に残っているものが多い。磨り痕がみられるものもある。 (21、

22、 27、 28、 47、 49、 52150。 また、凹石から敲石へと転用されたものもみられる (21、 25、

30、 30。 大きさは、長さ6.9～ 15.lclll、 重さ154.5～ 1607.9gで ある。

石材は、石英安山岩がH点、砂質凝灰岩 4点、軽石質石英安山岩 2点、安山岩 1点、安山質

溶岩 1点、凝灰岩 1点、石英安山質凝灰岩 1点、凝灰質泥岩 1点、石英安山質溶岩 1点、石英

安山質泥岩 1点、火山礫凝灰岩 1点、泥質凝灰岩 1点、石英閃緑功岩 1点である。

―-77-―
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石  皿 (第 65図 59、 PLl〕

本調査区からは 1点出土した。欠損品であり、扁平な川原石を使用し:縁をもたないもので

ある。石材は、安山岩質溶岩である。

磨  石 (第65図 57、 58)

形態により2分類される。本調査区からは 2点出土した。石材は、スコリア 1点、凝灰質泥

岩 1点である。

1群…円形や楕円形の礫を使用するもので、本調査区からは2点出土している。

58の ように扁平な面を使用するものが多いが、57のように球形の石のほぼ全面を使用

するものもある。

2群…三角柱状の礫の稜部分を使用するものである。本調査区からは出土しなかった。

本調査区遺構外から出土した石器・剥片の石材割合は、硬質頁岩が59%と多く、石英安山岩

が 10%、 砂質凝灰岩が4%、 珪質頁岩・黒色頁岩が各 3%、 安山岩・泥質凝灰岩・凝灰質泥岩・

安山岩質溶岩・火山礫凝灰岩・泥岩・軽石質石英安山岩が各 2%、 石英閃緑珍岩・スコリア・

流紋岩・蛇紋岩・石英安山岩質凝灰岩 。石英安山岩質溶岩・石英安山岩質泥岩が各 1%である。

(3)土 製 品

G4区から出土した土製品は、土偶 1点、装飾品 1点、土器破片利用土製品 7点、その他の

土製品 1点である。調査区北東側から西側にかけての台地縁辺部に集中する傾向がある。

出土分布状況は、第66図 のとおりである。

赤線…旧地形復元

等高線
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土  偶 (第 67図 2)

調査区南西部YP-48グリッドから出土した。板状の土偶の体部上半部である。左肩上部と、

胴部下半部が破損している。沈線で中央に正中線を表し、それに直交するように 2本の沈線が

平行に側縁部まで施されていた。肩部は、体部をつまみ出すことによって作られ、斜めに貫通

孔が穿たれている。

装 飾 品 (第 67図 3)

調査区南西部YO-48グリッドから出土した。破損しているが、方形の装飾品であると推測

される。沈線により文様が描かれ、側縁部には斜行した貫通孔を有する。焼成は良好である。

土器破片利用土製品 (第 67図 4～ 10

土器破片を打ち欠き、研磨することにより整形しているものである。形態的に円形、三角形、

方形に分類される。本調査区からは円形が 5点、三角形が 2点出土している。側面全体を研磨

しているものが多い。大きさは、 3～ 5 cnlの ものが多い。

その他の土製品 (第 67図 1)

調査区南西部YO-48グリッドから出土した。円形の土製品で、一部破損している。平面中

央の穴は貫通しておらず、穴の底部分がわずかに残っている。また、側縁部に径 l on程の貫通

孔を有する。焼成は良好である。

14)石 製 品

G4区から出土した石製品は、板状石製品 1点、軽石石製品 1点、その他の石製品 1点であ

る。石製品は、調査区全域からまばらに出土している。

出土分布状況は、第68図 のとおりである。

板状石製品 (第 69図 2)

土器破片利用土製品と同様に、打ち欠き、研磨することにより整形しているものである。

調査区南西側YL-50グ リッドから出土した。二側面を打ち欠き整形している。大きさは、

長さ3.5clll、 厚さ0.8clll、 重さ13 8ollで ある。石材は、凝灰質泥岩である。

軽石石製品 (第 69図 1)

多孔質で加工の容易な軽石を円形に整形したものである。 調査区南西側YO-44グリッド

―-83-一
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から出土した。側縁部全体が研磨されている。大きさは長さ5.9cm、 厚さ 1.5cln、 重さ741gで

ある。石材は軽石質泥岩である。

その他の石製品 (第 69図 3)

調査区南西部YM-52グ リッドから出土した。「8」 状の石で、先端部や側縁部を打ち欠い

て整形しており、平坦部にも若千打ち欠いた痕跡がみられる。用途は不明である。大きさは、

長さ7 2cln、 幅5.Ocln、 重さ1616gである。石材は泥質凝灰岩である。 (三浦貴子)

赤線…旧地形復元

等高線

2LIm
56    58    60    62    64    66    68

G4区石製品出土分布状況
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第Ⅳ章 G4区歴史時代検出遺構と出土遺物

G4区 において確認された歴史時代の遺構は、焼土遺構 5基である。調査区北東部から南西

部にかけて検出された。

1.焼土遺構

第 8号焼土遺構 (第70図 )

調査区北東部YK～YJ-62グリッドに位置し、火山灰直下のⅢa層上面で確認した。焼土およ

び焼土粒を含む範囲は126× 86cIIlを 測 り、焼土は 18× 15cnlを測る。焼土隣接部から炭化材が検

出された。採取し、分析したところ、クリ材であることが判明した。 (第 V章参照)

構築時期は平安時代と考えられる。

第 9号焼土遺構 (第70図 )

調査区中央北寄 りYL-60グ リッドに位置し、火山灰直下のⅢa層上面で確認した。焼土およ

び焼土粒を含む範囲は49(推定値)× 47onを測 り1焼土は28(推定値)× 2 1clnを 測る。遺物は出

土しなかった。

構築時期は平安時代と考えられる。

第10号焼土遺構 (第70図 )

調査区中央北寄 りYM-60グ リッドに位置し、火山灰直下のⅢa層上面で確認した。焼土お

よび焼土粒を含む範囲は162× 61clllを 測る。焼土は30× 24mを測る。遺物は出土しなかった。

構築時期は平安時代と考えられる。

第 13号焼土遺構 (第 70図 )

調査区南西部YL～YM-54グリッドに位置し:火山灰直下のⅢa層上面で確認した。焼土お

よび焼土粒を含む範囲は236× 178cnl(推定値)を測る。焼土は61× 45cIIlを測る。遺物は出土し

なかった。

構築時期は平安時代と考えられる。

第22号焼土遺構

調査区南西部YK-48グ リッドに位置し:Ⅲ a層土層断面で確認した。規模は不明である。焼

土厚は4cnlを 測る。遺物は出土しなかった。

構築時期は平安時代と考えられる。                    (三 浦貴子)
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第V章 自然科学的調査
調査結果 大湯環状列石第20次発掘調査 G4区遺構内出土炭化材の同定

秋田県鹿角市立十和国中学校 山谷昌久
1.樹種同定方法

出土した4種類の炭化材は、すべてのものが軟化し非常に脆くなつているため、徒手切片法を用いて

の切片の作成は困難だった。

そこで、試料の表面の土を洗い落としたあと、割れてできた断面を実体顕微鏡で観察した。

2.炭化材の特徴

構成要素 4種類とも道管要素力ヽ まつきりと確認できる。

木口面

道管の配列が環孔状             No.l No.2 No.3 NO.4  ・・・・ ①

① 孔日外の小道管は火炎状配列       No.l No.2 No.3 NO.4  ・・・・ ②

9{鶉繁  乏剛
:::::

③ 孔日は連続している           No l No.2 No.3 → クリ属

④ 孔日外の小道管は小さく、多数が複合する NO.4       → コナラまたはミズナラ

3.白い塊について

不明。

水に入れると簡単にくずれ、黒つぱい色になる。これを静力ヽ こ水洗いすると、細かい粒が残る。この粒

を顕微鏡で観察すると、無色鉱物の割合力リト常に多い。

含まれる鉱物のほとんどが、形がくずれている。

これらのことから、粘土や泥など水中で堆積したものに由来するのではないかと考えられる。ただし、

材質が一様でないこと、内部に繊維状のものが見られること、不規則なすきまが見られること、出土し

た場所などから、何らかの形で加工されたものである可能性が非常に高い。

炭化材一覧

No.    遺跡名     遺物番号・遺構・グリット 科     属     種

No.1     03大 G4   C-3・ SX(f18(平 )・ YK-62 ブナ科    クリ属    クリ

No.2     03大 G4   C-4・ Pit2・ YH“2    ブナ科    クリ属    クリ

No.3    o3大 G4   0-5・ SK4底部 ,Y卜60  ブナ科    クリ属    クリ

No.4     03大 G4   C-1・ Sil床上・Ⅷ日2   ブナ科    コナラ属   コナラ

白い塊

―-88-―

遺跡名     遺物番号・J鵬ト グリット 種類

03大 G4   0-2・ SK5床上・YK-52  不明



鬱   :
No l クリ炭化材

轡

Na 2 クリ炭化材

Na 4 コナラ柾 目面

PL2 炭化材分析試料
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NQ l クリ柾 目面

NQ 3 クリ柾目面



第Ⅵ章 分析と考察

1.鹿角市内発見の後期住居跡の特徴につし1て

(1)鹿角市内で確認された住居を中心に

鹿角市内では、 これまでに70ヶ所余 りの遺跡が発掘調査されている。このうち縄文時代の竪

穴住居跡が確認された遺跡は29遺跡で、総数268軒に及んでいる。

第 4表～第 13表は、 これまでに確認された住居跡観察一覧で、市内で最も古いものは縄文前

期の清水向遺跡 (八幡平字玉内)である。中期にはいると住居の確認例は飛躍的に増加する。

市内の遺跡で集落の全容を知ることができるものとしては、県内でも最大規模を誇る天戸森遺

跡があるが、残念ながらこれ以外に集落 (ム ラ)全体の様子や住居形態 。規模等をうかがいし

ることのできる遺跡は極めて少ない。

大湯環状列石の発掘調査も本年度で第20次調査を終え、少しづつであるが住居跡が検出され、

これまでに15軒が確認されている。それらの構築時期は万座 。野中堂環状列石それに後続する

環状配石遺構群の構築時期である後期初頭～中葉に位置付けられるものであるが、断片的でそ

の全容す らはっきりとしていない。

この項では、市内で確認された後期遺跡・住居跡を中心に概観し、それぞれの特徴を摘出し、

後期集落、住居跡の解明の一助としたい。

12)市内の後期住居の立地、形態と規模

ア :立地

赤坂B遺跡 : 鹿角市花輪字福士に所在する。縄文時代の住居跡 6軒 (後期前葉 3軒、晩期 1

軒、時期不明 2軒)のほか土坑1 フラスコ状土坑等が確認された。後期集落は福

士川を見下ろす 「馬の背状」の段丘南側の縁辺部に位置する。遺跡の東側は奥羽

山脈を背景にするが、西側は鹿角盆地に向け開口し眺望も良く、生活環境として

は最良の地といえる。

赤坂A遺跡 : 赤坂 B遺跡と同じ段丘に所在 し、同遺跡から福士川を400m程遡った南向の斜

面に位置する。縄文時代後期中葉の住居跡 5軒、不明 1軒、 フラスコ状土坑、土

坑等が確認されている。立地的には赤坂 B遺跡と同じ条件下にあり、生活環境と

しては最良の地といえる。

大湯環状列石 Fl区 : 万座環状列石の北北西側の台地縁辺部に位置する。縄文時代後期前葉

の住居跡 4軒、土坑、 フラスコ状土坑が確認されている。同地区の西側斜面には

湧水があり、生活環境としては最良の地といえる。

D9区 : Fl区とは小さな沢を挟んだ南側に立地する。住居跡 (後期前葉 7軒、

―-90-―
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平 面 形

住居構築時期

円形 (略円形) 楕円形 その他

不明

中期末葉から初頭 30. 112. 113. 114 1

後期初頭 10. 26

後期前葉 80. 81. 83. 98. 99
101. 103. 104. 105, 110. 111

97. 100. 106. 107. 109

後期中葉 85. 90. 102 87. 88. 89

後期後葉 24. 25

後期末葉 4 22

後期末葉～晩期 8 63

後期初頭から末葉 61 64.

データ検体数 :37軒

第14表 住居平面形態の分類

中葉 1軒、不明 1軒 )、 フラスコ状土坑等が確認されている。本年度の調査によっ

て後期前葉の住居が 2軒追加された。

中小坂遺跡 : 鹿角郡小坂町中小坂に所在する。調査の結果縄文後期後半の住居跡 3棟、配石

遺構、土坑が確認された。住居は小坂川の支流である苗代沢川の谷間に形成され

た東西に長く、南側を向く段丘で、前後に山地地形が迫っており、 日照条件は決

して良好と言えない。

イ :平 面 形

第14表は、鹿角市内で確認された縄文時代中期末葉から後期末葉の住居跡37軒 (各報告書で

構築時期を明示しているもの)に対して平面形態を分類したものである。

この表からは、中期後半まで住居平面形態が楕円形を基調として推移してきたものが、 円形

へ移行していくかのように看取される。しかし、天戸森遺跡をみても中期末葉まで楕円形 。円

形が共存している傾向があることから、一概に楕円形から円形へという移行は成り立たず、共

存という過程をたどると言ったほうがよい。中期と後期の住居の相違点として、①柱配置,②

長軸 (主軸)方向の 2点の違いが挙げられる。

①柱穴配置 : 中期の円形・楕円形住居とも長軸 (主軸)方向に対して、 2～ 5対の対称的

な柱配置を示す。しかし後期初頭～前葉の住居の場合、円形のものは対の4本

または住居外を一巡するものがみられるが柱配置を特定できないものがある。
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一方楕円形のものは床面の壁際に沿うといつた特徴を持っている。

さらに、中葉になると住居ほぼ中央に設けられた炉を囲むように方形配置の

主柱と床面壁際 (壁から離れる場合もある)に設けられた壁柱が特徴となる。

②長軸方向 : 後期中葉の楕円形住居を例にとると出入口と炉を結んだラインは短軸線上に

乗つてくると言う特徴を持つ。

ウ :規模・面積

第73図ア～イは=規模 (長軸と短軸の座標 :長軸座標 :面積)をあらわしたものである。

ア図・イ図からは直径 4mを境として 2つ のグループに区分される。グループ aには中期末

葉から後期前葉の大方のものが含まれ、平面形は円形を基調とし、規模が小型のものである。

一方、後期中葉には、直径4.5mを測る中型のものや、L88のように大型と呼んで良いものが

出現し、平面形態は楕円形を基調とする。

第73図ウは、面積分布を示したもので、ア・イ図と同じようにNo88が突出するが 14ゴを境に

2つのグループに区分される。クループ aには中期末葉から後期前葉のもの、グループ bには

後期中葉のものが分布している。

工 :炉の形態と位置

第 15表は、各時期の炉の形態別を表化したものである。天戸森遺跡の例から中期末葉まで複
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形態

時期

地床炉 石 囲 炉 土 器

埋 設

石囲炉

複式

炉

石囲炉

円 形 楕円形 方 形 コ字

中期末葉～初頭 1 30

後期初頭 10. 26.

後期前葉 ９ ９

・０１

・０４

・０６

・・０

８

００

０３

０５

０７

■

９

１

１

１

１

１

80. 81
83. 97
102. 112

113. 114

後期中葉 85. 88

89. 90

109

87.

後期後葉 24. 25。

後期末葉 4. 22.

後期末葉～晩期 63. 8

後期初頭～末葉 64 61

データ検体数 :37軒

第15表 炉の種類分類

式炉、石囲炉、地床炉が共存することが調査によって判明している。

複式炉は後期初頭の居熊井遺跡の事例を最後に消滅し、地床炉も減少する傾向を示す。

後期初頭に至ると石囲炉が主流となり、その形態は円形と方形が主体となる。炉が構築される

位置は住居床のほぼ中央もしくは若千壁際にずれてくる。

中葉になると地床炉が主体となり、 この流れは後期後半まで続き、石囲炉から地床炉に移行

する事例は、赤坂A遺跡のS113(M87)と S117(No89)と の重複関係が示している。

なお、炉の構築される位置は後期前葉の傾向を踏襲している。

オ :特殊な遺構

住居跡内で確認される特殊な遺構として上げられるのが、中期では長軸線上に穿たれた 「特

殊ピット」がある。晩期の市内事例としては、赤坂B遺跡で確認された祭壇状の施設がある。

後期の遺跡である大湯環状列石や赤坂 B遺跡からは、住居壁際に川原石を 「コ字状」または数

個を平置きした施設が確認されている。設置される場所に一定の決まりを有していない。内部

に焼土が認められないこと、構築材である石に熱を帯びた形跡がないことから炉の機能を有し
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第16表 参考住居一覧

いたと考えにくく、「特殊な施設」として報告されている。

この施設を 「特殊」とする拠り所は、その出現が後期前葉に限定され、事例が極めて少ない

こと、 これに大湯環状列石では列石との関連を加えて祭祀的な要素の強い施設と考えているが、

第二の道具 (祭祀関連遺物)の出土と言った物証的な根拠に乏しい。

13)市外の後期住居の立地、形態と規模

第 16表は、比較資料として掲載した。その概要を列記する。

・平面形…… 中期末葉から後期後半にかけて、住居平面は円形 。楕円形を基調とする。

・柱配置…… ニツ丼町鳥野遺跡で確認された住居の柱配置は中期末葉～後期初頭といいな

がらも中期の柱配置を顕著に残している。後期前葉に入ると何種類かの柱配置

を経て、中葉には方形配置の主柱と壁に沿った副柱へと移行する傾向にある。

・長軸方向… 後期前葉のものは長軸方向、中葉～後葉は単軸方向を意識する。

・規 模…… 後期前葉は小型のもの1中葉～後葉は大型化する。

・炉の形態… 炉は後期前葉では石囲炉、中葉には地床炉が多くなる。

・炉の位置… 後期前葉のものは住居ほぼ中央または若千壁際に位置、中葉～後葉はほぼ中

央に位置する。

(4) rj、    結

鹿角市内で発掘調査が行われた後期遺跡、確認された後期住居跡を中心にその概要をまとめ

た。事例が極めて少なく、且つ、その事例の多くが大湯環状列石の発掘調査で得 られたもので

あることから市内で確認された後期住居跡に共通する特徴と言いがたいが、後期前葉と中葉の

特徴的な事項を第 17表にまとめた。

大湯環状列石で確認された後期前葉の住居跡は、項目で上げた特徴を兼ね備えているが、一

方後期中葉の住居跡は立地以外の項目内容を満たしていない。赤坂A遺跡で確認された住居は

集落そのものを構成するものとして、大湯環状列石の住居は、祭〒E(祈 りとマツリ)を 中心と
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変ヤ蝿｝一 3        1 l 1 1 , | サ 1 1 , 1

風張 I遺跡 1号住居 (人 戸市 )

小牧野遺跡 1号住居 (青森市 )

9 1 2「

9            1       "

寒沢遺跡 Slol(大 館市)

第74図 参考住居跡
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後期初頭から前葉 後 期 中 葉

遺跡の立地 台地縁辺部に立地する。中小坂遺跡以外は前方に開けた景色が展開する

住居跡の分布範囲が狭く、ガヽ規模集落が想定される

住 居 跡

平 面 形 円形及び楕円形を基調とする 楕円形の比率が多くなる

柱 配 置 炉を囲むように対の4本柱

壁際に配置

ほぼ中央に位置する炉を囲み、方形配

置の主柱と壁際に配置された補助柱

長軸方向 長軸方向を意識 短軸方向を意識

(出入 口と炉を結んだラインが長軸

方向と直交する)

模

積

規

面

直径4m未満が大半を占める やや大型となる

炉の種類 石囲炉が主体 (円形や方形) 地床炉が主体

炉の位置 床のほぼ中央または若干壁際に寄る 床のほぼ中央または若干壁際に寄る

申 壁際に石を「コ字状」に配置、数個の

石を平置 した施設を有する。

出現割合は低い。

特殊施設 とは言いがたいが出入 口が

明確にされる。

条件を満たす

市 内 の 遺 跡

大湯環状列石

赤坂B遺跡

赤坂A遺跡

第17表 後期初頭～中葉住居の共通事項一覧

して営まれた遺跡の一端を構成する施設としての性質を反映しているものだろうか。

これまでに行われた調査によって万座環状列石北西側～西側台地縁 (Fl区・ D9区)を中

心に後期前葉～中葉の住居跡が13軒 (前葉 12棟 。中葉 1棟)、 野中堂環状列石周辺で 2軒 (前

葉 1棟 。中葉 1棟)の住居跡が確認され、いずれの地域の住居跡も 2つの環状列石とそれに続

く環状配石遺構の構築 (存続)時期と時期を同じくしている。 このうち後期前葉の構築時期を

与えた住居が同時に存在したものか、時間差を持って継続されたものかは土器形式 。様式が一

様であり、 しかも重複も示しておらず変遷がはっきりとしない。

市教委では大湯環状列石で住居跡が確認されて以来、後期に入ると拠点的な集落が後退し、

集落が小規模化・分散化するという研究成果を背景に、 2つの環状列石とも配石遺構数基～十

数基で構成される12～ 13の小塊 (集落を構成する家族に対応)か ら成 り立っていること、さら

に出入口施設により万座環状列石は 3～ 4つの小塊からなる大塊 (数家族が集合した集落)に

区画されること、確認された住居跡数からここで生活したであろうと思われる延人数と列石を

構成する配石墓数より推察すると片寄 りが生じることから、環状列石の構築に携わってきた集

落は複数とし、列石を管理と祭祀を司る集落以外はわずかに離れた地に所在すると見解を示し

てきた (第 3図 )。 その候補となる遺跡については第 I章 2「大湯環状列石周辺の遺跡」に上

げ、その概要を記した。

現在確認されている万座環状列石の北西側 (Fl区)。 同西側 (D9区)の住居群 (集落)は
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列石を管理し、祭祀を司る集落に当るのだろうか。列石構築当初から特殊施設を持った住居跡

1軒を含む数軒で構成される小さな集落が存在したという前提のもとに推測すると、①各群で

確認された住居に重複がみられないことから、万座 。野中堂環状列石を管理し、祭祀をつかさ

どる集落が西側台地に入り込んだ沢を挟みFl区 とD9区に同時存在した。②Fl区の住居群が

D9区に移行し (こ の逆もありうる)、 2つの環状列石の管理と祭祀を司る。という仮説を提示

することができる。

しかし、上記の仮説を立証していくためには、特殊住居であること、住居の構築時期、環状

列石との関連をはっきりとさせるとともに、祭祀遺跡と密接に関連する他集落の検証が必要と

なってくる。 (藤井安正)

2.ト レンチ掘り調査の利点から

特別史跡大湯環状列石では遺跡の解明が進んだこと、環境整備事業に必要な資料が得られた

ことから、第 17次調査より、それまでの面的な発掘調査から遺跡の保護を最優先とした トレン

チ掘 り (溝掘り)を多用した調査へと移行した。そのため、当該年度の調査区全体の遺構 。遺

物の分布状況及び各遺構の全容についてはやや不明確さが残るものの、反面、遺構確認面・構

築時期、遺構の堆積状況等の遺構精査に必要な残存する資料が増加したことから、面的な調査

と比較し、遺構構築面がより明確になる等の情報が得やすい利点を生んでいる。

本調査区でも、 この利点から多数の情報を得ることができ、本項では成果の一つといえる、

G4区検出第 1号竪穴住居跡の堆積土状況についての考察を述べたい。

3.G4区検出第 1号竪穴住居跡の堆積状況について (第75図 )

本竪穴住居跡は、人為的に埋められた遺構であり、残存する堆積土状況から本住居跡の埋土

方法をつかむことができた。以下各段階ごとに記述する。

第 I段階

第 1段階は、住居の大半が埋められるが、特に壁が崩壊しないように、先に壁際が重点的に

埋められている。覆土は、住居の中央部付近では、薄くなっており:破棄され床面に散乱した

た炉の石や 「コ」の字状施設の石が見えなくなる程度の厚さで終えられる。

第 Ⅱ段階

第 Ⅱ段階は、「コ」の字状施設を保護するかのように、施設部付近を住居が掘 られた面まで

先に埋められる。また、第 I段階で埋め残されていた壁部がこの段階で全て埋められ、住居と

しての形態はほぼ無くなる。

この第 Ⅱ段階で特に注目されることは、埋土に混入している完形復元土器の出土状況である。
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埋土は、住居内に流れ込むにように埋められ、土器は、埋土中で上から押しつぶされた状態で

確認された。また、土器は胴部下半から底部では埋土上位で出土し,土器上部は、埋土の流れ

に添うように、散乱しなが ら埋土下位で出土した。 このことから、「コ」の字状施設付近を埋

めるためにこの土器 (深鉢形土器)が利用され、埋めている途中に、 この土器を意識的に投げ

込んだものか、誤って落とした可能性が考えられてくる。

さらに、本段階の堆積土の 3層が他の堆積土に比べ硬くしまっている点に注目する。その要

因として,早い段階に埋められたこの部分を利用して土を中に運ぶための通路的に利用したた

めに、踏み固められ硬くしまった可能性が考えられるのではないだろうか。堆積土中の土器が

押し漬されていた状態で、堆積土に添つて流れるように見つかったことからも、そのことがい

える。

さらに、住居が構築された配置を考慮すると、北西側には間近に台地縁辺部が迫ってお り到

底この部分に埋め戻し用の土をス トックすることは不可能であり、かつ、南西側には第 2号住

居跡が近接している。これらを考慮すると、埋め戻し用の土は住居跡北東および東側から土を

運んでこなければならない。となると、効率よく土を運んでくることが出来るのは、比較的遺

構が多く検出した昨年度調査地であるD9区から土を運んでくることが最良の方法である。 こ

れらのことから、早く埋められた同部を利用して、住居を埋め戻してたことはほぼ明確といえ

よう。 3層が坂道のような埋上の投げ込まれかたを呈していることからもこのことが納得でき

る。構築面から床面まで比高差約50clnを 要し、第 I段階で20cln程 既に埋められているものの、

住居内の埋土の頻繁な土運びやならしを考えると、出入りのための作業道的なものは必要にな

るだろう。

第Ⅲ段階

最終となる第Ⅲ段階は、黄色の地山土を使用して上部が平坦になるように埋める。

この地山土が充填されている状況は、あたかも蓋をするかのような様相を呈していた。

第 1号竪穴住居跡は、単なる廃棄のみのために埋め戻されたのではなく、埋め戻し方法が決

められていたことが明確となった。これらの特殊な埋め戻し状況が確認されたことや,「コ」

の字状施設を強く意識した埋め戻し方法が観察されたこと等から、本住居跡では廃棄するため

の祭祀的な儀式があったと考えられ、 このことから、特殊な住居 (施設)であったものと判断

される。

本来、住居跡の遺構精査は、確認面において予想される形態に合わせ、住居の中央部を中心

に「十字」のベル トを残しながら掘り下げ、堆積状況等を把握する方法をとるが、本調査のよ

うにトレンチ部分に遺構が確認されることにより、より残存部 (ベル ト部分)が増えることと

なる。そのため,本遺構精査のように遺構埋め戻し状況の事例とともに、それに共判する遺物
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① 住居の大半が埋められる。壁際、付属施設 (炉跡、「コ」字施設)部 を

重点的に埋められる。

②「コ」字施設部分、壁際部分が全て埋められる。住居としての形態が無くなる。

③ 「蓋」をするように全て埋められ、地山土が充填される。

第75図 G4区第 1号堅穴住居跡堆積土状況・遺物出土状況
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(土器)の混入状況等のより詳細な手がかりをつかむことができたこともトレンチ掘 りの利点

といえよう。

4.遺跡全体の旧地形と遺構の選地について

特別史跡大湯環状列石の調査は、鹿角市が主体となってから本年度で第20次 (20年 目)を迎

え、 これまでに蓄積された各種資料も膨大なものとなった。

本分析では120年目の節目の報告書として、 これまで調査を行った調査区全体図面を基本と

して、旧地形と各遺構配置との関連を考察した。旧地形については既に平成10年度より行って

いる遺跡の環境整備事業でも地形復元工事として反映されている。また、地形と遺構の関連に

ついても、 これまでも機会あるごとに各年次報告書で述べてきたが、本分析は、それらのデー

タを全て考慮した最新資料となる。なお、本分析では一本木後口配石遺構の存在するA区を除

いて考察することとする。本文の各々の遺構については,縄文時代のものを一括して考察した。

① 縄文時代後期前葉の旧地形

遺跡内の地形は、整備前の現況ではほぼ平坦であったが、調査の結果、大湯環状列石の構築

時期である縄文時代後期前葉期においては、かなり起伏にとんだ地形であったことが判明した。

確認された旧地形は、台地北西側 。南西側 。南東側・北東側から万座 。野中堂環状列石へと

延びる4つの沢と点在する小丘部によって複雑な地形を構成している。台地全体は南西側へと

傾斜し、高地部と低地部の比高差は8mである。

調査で検出した遺構は、それぞれ遺構の性格、用途を考慮し構築場所の選地を行っていたも

のと判断され,特に、重要遺構は微高地部に構築される傾向にある。

各遺構の選地要素は以下のとおりである。

② 万座環状列石と周辺遺構

万座環状列石は、微高地 (標高180.75m)が最大幅で広がる中央付近に構築されている。同

列石は、 これまでの調査から同列石を中心として遺構の配置が規則的 (環 1～環 4)になるこ

とが判明しており、遺構構成としては、最大規模のものである。このことから:万座環状列石

は構築当初からおおよその遺構配置計画がなされ、構築条件を満たす同部分が選地されたもの

と考えられる。また、D8区の調査では、微高地部の最頂部のみを多少削平する小規模な整地

を行っていたことを確認している。

なお、万座環状列石と関連ある環状配石遺構、土坑等もこの地形的条件を同じくする。

③ 野中堂環状列石と周辺遺構

野中堂環状列石は、万座環状列石の載る標高180.75mラインの微高地よりやや低くなる標高

17950mラインに構築されている。万座環状列石側から望観すると、野中堂環状列石付近はや
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や窪んだように見え、比高差は約1.25mと なる。

本来、 この付近の地形は周囲の等高線の状況から南東側台地縁辺部に向かい、緩やかに傾斜

し、万座環状列石と同様な構造を示す野中堂環状列石を構築するための条件を満たさない地点

である。しかし、調査によって、同地点の等高線が極端に広がり、遺構構築に必要な平坦部が

確認された。これは、野中堂環状列石の周囲で行った第 18次調査で明確となった、同列石構築

の際の整地によるものと判断される。

このように、整地の状況が等高線上に現れる類例としては、大規模な整地が行われていたこ

とで注目されている、秋田県鷹巣町 「伊勢堂岱遺跡」、青森県青森市 「小牧野遺跡」がある。

④ 野中堂配石遺構

野中堂環状列石南側では、野中堂配石遺構が検出している。この区域は、南東側の沢部にあ

たり、野中堂環状列石付近では最も低地部であり、環状列石と関連の強い遺構の地形的構築条

件を満たしていない。さらに、同遺構に近接して焼土遺構が多数確認され、地形的に遺跡内の

流水路である区域で火を使用することは、不都合が生じるであろう。これらの遺構選地理由に

ついては、文末のまとめで述べたい。

⑤ 万座配石遺構

万座配石遺構は、万座環状列石南側の小丘部に構築され、環状列石と関連のある遺構の構築

条件を満たしているものと思われる。しかし、本遺構は通常考えられる小丘部の頂上部に構築

されず、小丘部の傾斜地に構築されている。同地点頂上部は標高181.25mと 同遺跡では比較的

高地であることから、当初より遺構配置計画がなされていたことを前提に考察すると、遺構を

構築する際に環状列石と関連ある全ての遺構がおおよそ同じ標高に構築されるような配慮があっ

たことを伺わせる。

⑥ フラスコ状土坑

フラスコ状土坑は、その用途により構築地点がほぼ2通 りに区分けされる。

両環状列石周囲に集中するものと、 F2区のように小丘部の頂上部に集中して構築されるも

のである。環状列石周囲のものは、本来の貯蔵穴目的 (まつりのための)と同時にその他の用

途 (土坑墓としての転用等)の利用目的も合わせて構築されているもので1列石の構成要素に

含まれるものである。小丘部に集中するものは食料等の貯蔵を主な目的で構築され、構築地点

も保存物が自然的 (水等)な影響を受けにくい、小丘部の頂上部が選地条件となる。

⑦ Tビット

Tビ ットは、台地各区域から延びる沢部に構築される。これは、Tピ ットが落とし穴として

の用途があることから、動物の習性 (沢部が獣道となる)を考慮したものである。

各沢部ごとによって、Tビ ットの沢の流れに対する長軸方向や規模の違いがあることから、
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動物の習性と合わせ、各沢を利用する動物の種類の違い、狩猟方法にあわせてそれぞれのTピ ッ

トの構築方法を工夫していたものと考えられる。

③ 竪穴住居跡

竪穴住居跡は、万座環状列石北西側台地縁辺部に集中する。 これは台地斜面の湧水地を意識

しているものであろう。

なお、野中堂環状列石では周囲で竪穴住居跡が 2軒確認されているが、 このことが何を意味

しているのかは、野中堂環状列石南側台地縁辺部の調査を待って考察していきたいと思う。

⑨ 歴史時代の遺構

歴史時代になると、地形はほとんど平坦になり、地形と遺構配置の関連は薄くなり、むしろ

地理的環境との関連が強くなる。そのため歴史時代の遺構の大半が、万座環状列石北西側台地

縁辺部の台地斜面の湧水池を囲むように集中する。

遺跡内ではそれまでの縄文時代と様相が変わ り、「集落」が作 られるようになる。集落構成

は、湧水地を中心に居住域があり1北側台地縁辺部に墓域 (円墳)が構築されている。また、

道路状遺構や焼土遺構も南西側台地縁辺部に確認され、歴史時代には台地北西側から南西側に

かけての広範囲に生活域が広がっている。また、現県道迂回路計画のための試掘調査では、遺

跡東側台地縁辺部でも、台地斜面の湧水地付近に歴史時代の竪穴住居跡の一部が確認されたこ

とから、台地斜面に点在する湧水地付近に歴史時代の集落がひろがるものと考えられる。

⑩ ま と め

各遺構の配置と地形との関連から大湯環状列石における遺構の選地を考察した結果、同台地

を利用するに当たり、相当綿密な配置計画があったことがわかった。

基本的条件としては地形的条件である。環状列石等の主要遺構は微高地部の平坦部に構築さ

れ、多少の高低差はあるもののほぼ標高を同じくしている。次に、「湧水地」を考慮した配置

である。本遺跡は 「大規模なマツリの場」であるが1マツリを行うためにも水は重要である。

このことから1湧水地からかけ離れた区域には主要な遺構は構築されていない。野中堂環状列

石が広大な台地が広がる中で、整地してまでも湧水地に近い同地点に構築しなければならなかっ

た事実からもそれがいえる。また、同列石南側に確認された、野中堂配石遺構と焼土遺構にお

いても地形的に不利な条件下でもその場でなければならなったことからもそのことがいえよう。

また、遺構の各配置間の規則的な距離も遺構配置決定の重要な事項であることがいえる。大湯

環状列石を構成する主要遺構である、万座環状列石、野中堂環状列石、大環状配石遺構、万座

配石遺構は、ほぼ同間隔で配置されていることに気付く。

さらに、万座環状列石と大環状配石遺構の中間部には環状配石遺構が構築されている。
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また、野中堂環状列石側では、南側で野中堂配石遺構が構築され、その中間には,焼土遺構

群域がある。

なお)野中堂環状列石と野中堂配石遺構との距離は、万座環状列石と環状配石遺構との距離

間とほぼ同間隔である。野中堂配石遺構を環状配石遺構の配置に当てはめ推測すると、野中堂

環状列石と野中堂配石遺構との距離間隔を同じくして更に南側に関連する遺構 (大環状配石遺

構に相当する)が検出される可能性が予想されてくる。

大湯環状列石での遺構構築は、 これらの条件を生かし、綿密な計画で規則的に配置されてい

たことがわかつた。そして、本台地は、 これらの条件を全て満たしており、周辺に造り出され

ている同様な台地と比較しても、最も優れた絶好の場であった。また、歴史時代の湧水地を中

心した集落としての遺構配置と比較し、縄文時代の遺構配置は、湧水地を意識してはいるもの

の、生活の場としては効率が悪く)むしろ、マツリの場としての場の規則的な区画配置を重要

視していることが伺える。これらのことから、第19～ 20次調査で住居跡が比較的多数検出され

たものの、この台地は、生活の場としてではなく、祭祀の場としての利用目的が強いものであっ

たことが明確となった。

5.G4区遺物集中域の土器破片分布状況について

本調査では、 これまでの調査で課題となっていた大湯環状列石出土土器の細分の手がかりを

得る方法として、詳細データを採取した遺物集中域と調査区全域での大まかなデータを合わせ、

各層序ごとの土器破片分布状況の分析を試みた。なお1同類の分析は第17次調査でも試みたが、

同調査区が野中堂環状列石隣接地の遺構密集地であったため好結果を得ることができなかった。

本調査区では、 これまでの遺物廃棄域とは状況の異なる、沢部に遺物を廃棄するという通常、

集落を主体とする遺跡で検出される 「捨て場」的な廃棄場が確認されたことから、好結果がで

るものと期待し、再度、各層序ごとの土器破片分布状況の分析を試みた。

なお、分析資料採取地点は沢部であるが第76図で示すように、遺物が自然に流入したもので

あれば、沢部の最深部にたまるはずであるが、浅い部分でも多量に出土していることから、人

為的に廃棄されたものと判断した。

土器破片の出土状況では、Ⅲc層からの出土量が最も多く、Ⅲb層、Ⅲd層=Ⅲ a層と続く。

出土量の各層の傾向は、Ⅲd層面が遺跡の主要面であり、それ以降遺跡の利用がⅢ a層面まで

継続的に利用されていることに起因する。なお)基本層序については,色別、混入物〕堅さ等

で分層し、現時点ではⅢd層が縄文時代後期前葉の面l Ⅲc層が縄文時代後期中葉の面、Ⅲb

層～Ⅲ a層が遺物包含層として捉えられている。

土器の分類は,本報告書の細分に準じた。分析結果は以下のとおりである。
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I 群 (早 期)

出土量は少ない。Ⅲd層からⅢ C層での出土が見られ、Ⅲ a層～Ⅲb層からの出土はほとん

どない。

Ⅱ 群 (前 期)

I群よりは出土量が多い。 I群と同様な傾向を示すが、 I群に比べⅢ d層面での出土量が多

い。

Ⅲ群 1類 (隆沈線)

出土量は少ない。Ⅲ a層のみの出土である。

Ⅲ群 2類― a類 (沈線縦方向)

出土量は増える。Ⅲ a層～Ⅲd層 の各層からほぼ同一量出土している。

Ⅲ群 2類― b類 (沈線横方向)

出土量は増える。Ⅲ d、 Ⅲ c層からの出土が多く、Ⅲ a・ Ⅲb層からの出土は減少する。

Ⅲ群 3-a類 (帯縄文縦方向)

出土量はやや増える。各層からほぼ同一量出土し、遺物集中域の48ラ インではⅢ a層から出

土せず、Ⅲ b層からの出土は減少する。

Ⅲ群 3-b類 (帯縄文横方向)

出土量は相当量増え、V群に次ぐ。Ⅲ c層からの出土が極端に増える。

Ⅲ群 4類 (帯縄文広)

出土量は少ない。Ⅲ c層のみの出土である。

Ⅳ群 1類 (帯縄文)

調査区からの出土はなかった。

Ⅳ群 2類 (沈線)

遺物量は極端に少なく、遺物集中域の48ラ インⅢb層からの出土である。

V 群  (地文等)

出土量が最も多量である。各層からの出土があり、特にⅢ c層に多くⅢb層ではその数が減

少してくる様相を示している。主文様が施されない地紋のみ等のため詳細時期不明としていた

が、V群の時期は縄文時代後期前葉が主で、中葉にかかる時期まで使用されていたと考えられ

る。

IoⅡ 群はⅢd層～Ⅲ c層での出土が多く、早期、前期の土器であるため、上層 (Ⅲ aか ら

Ⅲb層)での出土は少なくなる。Ⅲ群 2-a・ b類の沈線類はともに同様な傾向がみられ、Ⅲ

d層からの出土が多く、Ⅲ群 2-a類 の沈線文様の縦方向がやや出土量が多くなる。帯縄文が
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主体の土器であるⅢ群 3-a・ b類は、縄文時代後期前葉の土器群であるが、Ⅲ d層からⅢ c

層面での出土が極めて多いという出土状況から、縄文時代後期前葉の後半から中葉の前半まで

の時期を絞 り込むことができると考える。特に、 b類の帯縄文の横方向の出土が多い。Ⅳ群 2

類は縄文時代後期中葉の土器群で、遺構集中域の48ラ インで 1点出土したのみであるが、出土

地点はIC層上層面であり、基本層序の時期区分と合致する。 これまで時期を特定できなかっ

たV群の土器は、Ⅲd層からⅢb層面での出土みられ」特にⅢ c層からの出土が極めて多い。

このことから、V群の土器は少なくとも縄文時代後期前葉から中葉に位置づけられるものと考

えられる。

以上、本調査区における各層ごとの土器型式分析を試みた結果、少なからず各層序ごとの土

器分類出土傾向をつかむことはできたのではないかと思われる。

今後もこれらの分析データを蓄積し、課題となっている大湯環状列石出土土器の細分を行う

一助となることを期待し、粘り強く分析を行っていきたいと考える。 (花海義人)

―-117-



|

田嘔
お?´

／
ご
繹
一ま

至

ミ
副

88=

頓 辱奎

ｏ一マ”
。」∞

・
・
一
一
∞

”
一
〇

す
Ｎ
Ｆ

Ъ

Ｎ
一
〇

∞
０
∞
ｏ

マ
一
∞
　

　

一
一
∞
・

．
　

　

　

　

　

　

　

　

　

卜
一
一
・

鐸
ｉ

十１
鶉
ｒ
ｌ
Ｌ
Ｐ
Ｉ
争
　
　
　
　
　
＋

第76図 G`区48ト レンチ出土遺物分布

―-118-―



∞   ・.|

。瓶 ュニlh :

”

顔

回
目 艤 ュ       :立 :因

第18表 調査区全域土器破片出土状況
個 数

160

140

120

100

30

00

40

20

0

60

50

40

30

20

10

0

DI● ～b IEc

層位

第19表 G4区48ライン土器破片出土状況
個 数

E

仇i: ぶ 目

襲
狙 1』

ma

―-119-―

カクラン  層位



第Ⅶ章 調査のまとめ

特別史跡大湯環状列石は、鹿角市十和田大湯字万座・野中堂 。一本木後口に所在し、野中堂、

万座 2つ の大規模な環状列石を主体とする縄文時代後期前葉から中葉の遺跡である。

昭和59年より進めてきた調査も本年度 (平成 15年度)で第20次を迎え、 これまでの調査から、

野中堂・万座環状列石の周辺から祭祀的な遺構 。遺物が多数確認されてきたことから、大規模

な 「マツリと祈 りの場」であることがわかってきた。

本調査では、万座環状列石西側台地縁辺部に調査区 (G4区)を設定し、昨年度第 19次調査

D9区で検出した竪穴住居跡等の遺構・遺物の分布状況及び地形の把握を目的に行った。

1.縄文時代の遺構について

調査の結果:縄文時代の遺構では竪穴住居跡 2軒、柱穴状ピット15個、焼土遺構 19基、Tピ ッ

ト2基、フラスコ状土坑 1基、土坑 6基、礫群が確認された。

① 竪穴住居跡

調査の結果、竪穴住居跡の北西側台地縁辺部での範囲をほぼ確定できた。検出した 2軒の竪

穴住居跡は、Ⅲd層 上面 (縄文時代後期前葉の生活面)か ら掘 り込まれ、未調査部があるもの

の、おおよそ円形プランのものである。 2軒の竪穴住居跡とも中央部に石囲炉の痕跡と考えら

れる掘り込みや石を設置した抜き取り痕を確認したが、石囲炉としての原形はとどめておらず、

本来残るはずの灰もみられないことから、住居使用後石囲炉部は意図的に廃棄されたものと考

えられる。

第 1号竪穴住居跡は、第 6次 Fl区 で確認された第403、 405号竪穴住居跡と同様に壁際に

「コ」の字状の付属施設をもつものである。「コ」の字状の付属施設は、住居跡東側の壁際で確

認され、深さ約 10cm程 の掘 り込みをもち・ 扁平な川原石を 「コ」の字状に配置しているもので、

使用されている石材は石英閃緑粉岩、凝灰岩で、火を受けた痕跡がみられた。また、掘 り込み

部においても堆積土上部に微量であるが焼土粒の混入が認められたことから、「コ」の字状施

設と「火」との関連が考慮される。さらに、施設付近の床面からミニチュアの壺形土器が見つ

かっていることから、ミニチュア土器の祭祀的要素の強い性格を加味し、本竪穴住居跡の 「コ」

の字状施設では、火と関連ある 「マツリ」の儀式が行われていたものと推測される。本施設は、

竪穴住居跡中央部の炉跡と比較すると、炉跡は原型をとどめることなく破棄され、灰も確認さ

れないのに対し、ほぼ原形を残し、施設と関連の強い遺物と判断されるミニチュアの壺形土器

も廃棄されずに置かれていた。「コ」の字状施設の性格については、第 6次 Fl区調査時では、

「出入口」、「祭壇」的施設として捉えられていたが、本調査の同施設出土状況から住居使用後

も廃棄することの出来ない重要な施設であった可能性が強くなったといえる。
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本竪穴住居跡は、人為的に埋められたものであるが,特に埋土上部には、住居を覆うように

黄褐色の地山土が多量に充填されていた。確認面であるⅢd層上面でも黄褐色の円形プランが

明確に確認され、 これらの状況から、住居廃棄時に蓋をするような行為があったものと考えら

れる。

本竪穴住居跡は、祭壇的要素の強い 「コ」の字状施設が付属され,住居跡廃棄時に炉部も廃

棄し、蓋をするような埋土の痕跡等がみられたことから、住居使用後の廃棄時に廃棄するため

の特別な儀式的行為があったことを伺わせる。これらのことから判断し、本住居跡の性格は通

常の居住用としてではなく、むしろ祭祀的な儀式を行った特別な 「施設」であったものと考え

られる。

また、本竪穴住居跡の堆積土状況と遺物混入状況から、住居跡の埋め戻し状況の解明と土器

の利用方法に多用な例があることを解明する一つの手がかりをつかむことができたことは、 ト

レンチ調査の利点であるといえよう。

第 2号竪穴住居跡は、およその規模は把握したものの、形態 。性格等は不明であるが、本住

居跡も第 1号竪穴住居跡同様、中央部で確認された炉跡は崩壊していた。

② 柱穴状ビット

柱穴状ピットは、調査区北東部から南部で確認された大型のビットと調査区西端部で検出さ

れた小型のビット群が主である。

調査区北東部から南部で確認された大型のビットは、ほぼ一列に並ぶように確認されている。

第H号、 1号、 2号ピットはそれぞれ約Hmの等間隔で、第 3号、 4号、 5号ピットはそれぞ

れ約10mの等間隔で構築されている。しかし、第 2号及び第 3号ビット間は18.75mの 間隔が

あり、それぞれのビット間の距離と比較し間隔が空いていたことから, この間の調査区域を拡

げ、 ビットの有無を確認したが、 ビットは検出されなかった。このことから、第H号～ 1号～

2号と第 3号～4号～ 5号ピット間を意識的に間隔を広げた可能性が考慮される。

また、 ビットがさらに南側へと延びる可能性があることも考慮し、 6個のビットの延長線上

に調査地を広げビットの有無を確認したが、本調査区内でのビットの南側への広がりはないこ

とがほぼ明確となった。

これらのビットの用途、性格については第 19次調査区D9区で確認され、本調査区検出の 6

個のビットの北側延長上に存在する第 18号 ビット、本調査区中央部で検出した同規模の第 6号

ピットとの配置を加味し、来年度調査予定の南側隣接地の調査結果を待ち、明確にしたいと考

える。

調査区西端部で検出した 6個の柱穴状ビットは、建物跡の存在が推測されるものであるが、

本調査において、 これらの柱穴状ピットが建物跡を構成するものかを判断するまでには至らな
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かった。しかし、万座環状列石北西側台地縁際 (Dl区)にも建物跡が確認されていることか

ら、南西側台地縁辺部にも環状列石と関連ある遺構が広がることが明確となった。

③ 焼土遺構

焼土遺構の確認状況は、調査区北側から南西部の台地縁辺部でほぼ全域にまばらに確認され、

構築面もⅢ a～Ⅲ d層 とまばらである。特に、焼土遺構と構築面を同じくする竪穴住居跡、柱

穴状ビット、土坑等の遺構検出区域付近に多く集中する傾向がみられ、焼土遺構の配置はこれ

らの遺構と関連が深いものと思われる。この傾向を考慮すれば、焼土遺構の確認域で遺構等が

検出していない区域でも、未調査地に関連ある遺構が存在する可能性が示唆される。

第24号焼土遺構の構築時期は、確認面から縄文時代後期中葉であり、近接する区域から縄文

時代後期中葉の壺形土器、注口土器、浅鉢形土器が出土している。 これらの土器は、本焼土遺

構と関連の強いものと判断される。昨年度の調査地であるD9区でも焼土遺構に伴う土器が検

出していることから、 この区域の特徴の一つとして、火と土器の関連が強い行為が行われてい

た区域であったことが推測させられる。

④  Tビット

Tピ ットは、調査区北部の台地縁辺部で検出し、調査区南西側から延びる沢を意識して構築

されたものと考えられる。構築時期は基本層序による確認状況から縄文時代後期前葉以前のも

のと判断され、昨年度調査区のG4区で検出したTビ ットと同時期に構築されたものと考えら

れる。

⑤ 土  坑

土坑は 6基確認され,円形、楕円形のもので、人為的な堆積状況が確認された。

第 1号土坑は上部に石を伴うもので、配石墓と考えられる。上部で確認された約20cln大の川

原石の中央部には、人為的な凹があり、赤色顔料の付着が観察された。土坑半部のみの精査で

あつたが,土坑内には赤色顔料の混入は確認されなかった。

第 8号土坑は第21号柱穴状ピットと重複し、本土坑が新しく、多量の剥片がかたまって出土

した。本土坑の性格は、剥片を埋納もしくは貯蔵目的に構築されたものと想定できる。

その他の土坑では、性格・用途を決定付ける資料は確認できなかったが、第4号土坑は底部

中央に炭化材 (ク リ)、 第 5号土坑の底部中央には火をうけた自色粘質土の塊がみられた。

⑥ 礫  群

礫群は、調査区北西側の焼土遺構付近で確認された。礫の中には、焼成が観察されるものも

みられ、焼土遺構との関連が考えられる。

また、礫は遺物が多量に出土した沢部でも散在しており、64ラインの沢部では、礫群に混入

して黒鉱がみられた。黒鉱は本来台地上に存在しないものであることから、他の場所から持ち
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込まれたものと思われる。石質鑑定の結果、黒鉱は鉱山地帯に囲まれた鹿角市内で採取できる

種類のものであることが判明。環状列石を構成する石材である石英閃緑功岩の原産地である諸

助山が鉱山地帯であることから、同地点からの流動が示唆される。

2.縄文時代の遺物について

本調査区より出土した遺物は、遺構内 。外で縄文時代の土器破片638点、復元土器 6個、石

器59点、剥片52点、土製品10点、石製品 3点であった。大半を出土地点を記録して収納した。

本調査では、遺跡内での遺物の廃棄域がこれまで明確となっていた環状列石周囲 (環 4)の

廃棄域の他、遺跡内にもう一区域存在することが判明した。本調査区においては、遺跡南西側

から北東側に延びる沢部が確認され、 この沢部に今回出土した遺物のうち特に、土器破片、石

器のような日常的な遺物が集中していた。

遺物の出土状況は、分析と考察等でも述べたように、沢部に自然的に流れ込んだものでなく、

沢の一番深い部分よりやや浅い部分にも多数みられることから、人為的に沢部に遺物を廃棄 し

たことが判明している。 これまでは大湯環状列石の同心円構造の規則的配置の中に遺物廃棄域

が捉えられていたが、大湯環状列石でも他の集落的要素の強い遺跡 (青森県三内丸山遺跡)同

様に、沢部のような自然地形を利用した遺物廃棄域の存在を確認できたことは、今後の調査目

的の一つである、大湯環状列石の 「場」の利用方法を考察する上で、貴重な資料を得ることが

できたといえる。また、同時に昨年度述べたように、 この区域にやや生活色の濃い区域も混在

していたことがほぼ明らかとなった。

出土した土器破片は、縄文時代前期から後期中葉のもので縄文時代後期前葉以前の土器破片、

復元土器の資料の増加と、 Tピ ットのように、土層断面から大湯環状列石の構築時期より古い

時代に構築されたことが確実に判断される資料と、昨年度調査成果と合わせ考察すると、本遺

跡周辺は、 これまで捉えられていた縄文時代後期前葉から中葉よりさらに長い期間台地を利用

していた可能性が考えられてくる。

土製品、石製品の出土状況は、土器破片、石器とほぼ同様な状況であるが、土製品は、台地

縁辺部寄 りの焼土遺構付近や小規模な柱穴状ピット群の周辺に集中する傾向にあることから、

祭祀の場としての範囲がこの区域にも及ぶものと思われる。

3.旧地形について

調査の目的の一つである旧地形の把握では、調査区中央部を北西側にやや蛇行するように流

れる沢部を確認することができた。本沢は、昨年度の調査区G3区で確認された台地縁辺部南

西側から延びる沢と平行するように延びている。沢は調査区南西側では深く、北東側ではやや

浅くなる。本調査で出土した遺構外遺物の大半は本沢部で出土し、特に南西側の深い部分に集

中する傾向がみられ、自然的に流入したものでなく、人為的に廃棄されたものと判断された。
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これまでの調査では、沢部にはTビ ットが構築される例が多かつたが、本調査で確認された沢

部にTビ ットは検出されなった。このことから、本沢部は遺物の捨て場として使われていたも

のと考えられる。竪穴住居跡、柱穴状ピット等の遺構は、大半が微高地に構築されているが、

沢部に構築されているものもみられる。

調査区は全体的に南西側に斜行し、その標高差は約4.5mを測 り、勾配率は約 3%となる。

4.歴史時代の遺構・遺物について

歴史時代の遺構では、焼土遺構 5基、須恵器 1点が検出している。

焼土遺構は調査区中央部付近で、十和田 a降下火山灰直下で確認されている。焼上の検出し

ている部分は、縄文時代後期前葉の復元旧地形では沢部分にあたるが,歴史時代の遺構構築面

ではほぼ平坦となっているため、遺構と地形的な関連は薄いものと判断される。

第77図遺跡全体図で示すように、本遺跡は歴史時代の遺跡との複合遺跡となっており、本調

査地においても歴史時代の遺構分布が広がることがわかった。

須恵器は調査区南西端の第 18号焼土遺構付近で出土した。    (花 海義人・三浦貴子)
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範 縦 塩 騨

PL 3 大湯環状列石全景
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調査区全景  N→ S 調査区全景 (真上)

48ト レンチ SE→ NW 56ト レンチ SE→ NW

70ト レンチ  NW→ SE 48ト レンチ礫群

68ト レンチ  NW→ SE

PL 4 G4区全景、

58ト レンチ 沢部 確認状況

G4区遺構確認状況、48ト レンチ礫群
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SI-1 確認状況 SI-1 出土土器確認状況

Si-l S→ N Sl-1 コの字状遺構

コの字状遺構確認状況

第 1号堅穴住居跡
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SI-l NW→ S巨SI-l W→ E

PL5



54ト レンチ  NW→ SE

PL 6 G4区 54ト レンチ・72ト レンチ、

砕膵尿銀轟【「
i:じ調霞Iア

内

NW→ SE

SI-2 VV→ E

発掘作業風景 (SI-1)

第 1・ 2号堅穴住居跡、遺物出土状況、作業風景
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SI-1 覆土出土土器確認状況 72ト レンチ

Sl-2 NW→ SE YL-50 遺物出土状況

SX(f)24・ Sl-2炉 跡



SK(T)2

SK-5

PL 7 ビッ ト、 フラスコ状土坑、 下―ビッ ト、

-131-

SK-1 確認状況

SK(F)9

土坑遺構確認状況

SK-1 SK-4

SK-8 剥片出土状況 SK-8 Pit21



SK(T)3 SK-6、 SK-7

Pit 4中位柱痕確認状況

Pit 4下位柱痕確認状況

YP-53～ 54小 ビッ ト群

PL8 ビッ ト、 丁―ピッ ト、土坑遺構、

一-132-―

Pit 7

小 ビッ ト群、柱痕確認状況



Pit 12

土器出土状況 土器出土状況

56ト レンチ NW→ SE YQ・ YP-56 礫群

三浦貴子現地説明会 (初デビュー)

PL 9 ピット、遺物出土状況、

ス トーンサークル館 万座ホールでの説明

56ト レンチ、礫群、現地説明会風景
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丁
饉

号竪穴住居跡出土遺物
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PL10 第 1



PLll 第 1号土坑 出土遺物
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′

一ヽ
■

P L12 第 8号土坑 出土遺物
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PL13 遺構内外出土遺物 (1)
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黎

PL14 遺構外出土遺物(1)
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丁 頸 θ

PL15 遺構外出土遺物(2)
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鶉

鰊

黎 麒

PL16 遺構外出土遺物(3)

響 靡
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ー

PL17 遺構外出土遺物(4)
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瞼
PL18 遺構外出土遺物(5)
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鰊
PL19 遺構内外出土遺物 (2)
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P L20 遺構外出土遺物(6)
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